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荻窪法人
会は荻窪

税務署管
内の法人

企業の有
志が集う

会です。

法人会は
“よき経

営者をめ
ざすもの

の団体”
がスロー

ガンです
が“地域

に根ざし
た社会貢

献”にも
力を注い

でいます
。

この荻窪
法人会の

広報誌は
どなたで

も無料購
読できま

す。

荻窪法人会ホームページ www.ogikubohoj inkai . jp

よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても、みんなの自覚をもって一人ひとつできることから

ふ
る
さ
と
納
税

世
界
の
お
も
し
ろ
い
税
金
シ
リ
ー
ズ



よき 経 営 者 をめざ す も の の 団 体   それ が 法 人 会 で す
正しい 税 知 識を身につけたい。もっと積 極 的な経 営をめざしたい。社 会のお役に立ちたい。そんな経 営 者の皆さんを支 援す
る全 国 組 織、 それが法 人 会です。 現 在、 約 9 0万 社の 会 員 企 業、41都 道 県に 4 42 の単 位 会を擁する団 体として大きく発 展し
ています。あなたに近く、社 会と広く。どこまでも人を中 心に、さまざまな活 動を展 開する法 人 会。税のオピニオンリーダー
としての貢 献はもとより、会 員の研 鑽を支 援する各 種の研 修 会、また地 域 振 興やボランティアなど地 域に密 着した活 動を積
極 的に行っています。健 全な納 税 者の団 体 、よき経 営 者をめざすものの団 体…これが法 人 会です。

 3 平成26年度全国統一の「 会員増強運動月間」スタート
  ◎ 小竹良夫／公益 社団法人荻窪法人会 会長
  ◎ 田中晴弘／公益 社団法人荻窪法人会 組 織委員会 委員長
  ◎ 塩田敏 彦／荻窪税務署 副署長

 5 ブロック秋季研 修会
  ◎ 全ブロック共通テーマ
   「 平成26年度税制改正について」
   講師：岡田知己／荻窪税務署 法人課税第1部門審理上席調査官
   「 相続税の改正について」
   講師：土岐直／荻窪税務署 資産課税第1部門統括官
   講師：後 藤崇哉／荻窪税務署 資産課税第1部門総括上席調査官
  ◎ 第1ブロック「 税の四方山話」
   講師： 岡田浩／荻窪税務署 法人課税第1部門統括官
  ◎ 第3ブロック「 暗唱したい日本のこころ『ことだま百選』」
   講師：藤川章／天沼中学校 校長

  「 手づくりの燻 製でお酒を一 杯、楽しい時 間です」

 10 糸山 徹 荻窪税務署 署長インタビュー

  「 荻 窪をよくしていこうと思うなら、法 人 会に入るのが一 番です！」

 12 水島隆明 青年部会長インタビュー

 14 第13回 ブロック対抗ゴルフ大会

  本音トークの座 談会 SERIES
  「 全員参加型の法 人会を目指して……」

 15 新委員長 座談会

 21 e -Tax 推進税理士事務所について
 22 税制委員会より「 遺産分割から相続税を考える」
 24 税制委員会 第31回法人会全国大会 レポート
 26 税務コーナー
 27 東京都杉並都税事務所からのお知らせ

 28 ブロック・支部・委員会・部会からの報告
  ◎ 第5 ブロック
  ◎ 研 修 委員会
  ◎ 厚生事業委員会
  ◎ 社会貢献委員会
  ◎ 青年部会
  ◎ 女性部会

CONTENT

【ふるさと納税】

表紙イラストについて

世界のおもしろい税金シリーズ

任意の地方自治体（ ここでは都道府県、市
町村および特別区。以下同じ）に寄付する
ことにより、寄付した額のほぼ全額が税額
控除される日本国内の個人住民税の制度。
ただし一定の制限や限度がある。「ふるさと
寄附金」とも呼ばれる。



3　

本
日
は
、
恒
例
の
会
員
増
強
推
進
会
議

に
組
織
委
員
会
の
皆
様
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
・

支
部
長
の
皆
様
方
に
は
多
数
ご
出
席
を

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
署
か
ら
は
塩
田
副
署
長
・
岡
田

第
1
統
括
官
・
岡
田
審
理
上
席
が
公
務

多
忙
な
時
期
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
、
昨
年
度
は
当
初
計
画

の
通
り
東
法
連
第
1
位
の
組
織
率
80
％

を
達
成
し
ま
し
た
。
荻
窪
法
人
会
の
新

た
な
「
伝
統
と
実
績
」
を
作
る
こ
と
が
出

来
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
に
お
い
て
も
、
こ
の
実
績
を
継

続
す
べ
く
組
織
委
員
会
で
は
計
画
・
方

公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会 

組
織
委
員
会
会
員
増
強
推
進
会
議

平
成
26
年
度
全
国
統
一
の「
会
員
増
強
運
動
月
間
」ス
タ
ー
ト
。

9
月
末
で
組
織
率
が
77
％
、
去
年
に
比
べ
プ
ラ
ス
3
・
9
％
。

【
組
織
委
員
会
と
は
】
未
加
入
法
人
ヘ
の
会
員
増
強
運
動
推
進
の
た
め
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
・
部
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
役
員
が
勧
奨
活
動
す
る
委
員
会
で
す
。

会長あいさつ　
小竹良夫／公益社団法人荻窪法人会 会長

実
績
継
続
の
1
番
の
方
策
は
、
皆
様
の
組
織
拡
大
へ
の
意
欲

策
を
立
案
し
ま
し
た
の
で
こ
の
後
、
田
中

組
織
委
員
長
か
ら
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

し
か
し
1
番
の
方
策
は
、
本
日
ご
参
集

い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
の
組
織
拡
大
へ
の

意
欲
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
お
仕
事
の
合

間
に
拡
大
の
た
め
に
時
間
を
費
や
し
て
い

た
だ
き
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
今
年
度
も
組

織
拡
大
の
た
め
に
ご
尽
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
組
織
拡
大
の
決
起
集
会
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
会
議
終
了
後
は
和
や
か

に
ご
歓
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

簡
単
で
す
が
、
開
会
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

毎
年
10
、
11
月
の
全
国
統
一
の
「
会
員
増
強
月
間
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

組
織
委
員
会
で
は
9
月
29
日
（
月
）
に
西
荻
窪
「
こ
け
し
屋
」
で
会
員
増
強
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

来
賓
に
は
荻
窪
税
務
署
よ
り
塩
田
副
署
長
、
岡
田
統
括
官
、
岡
田
上
席
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
塩
田
副
署
長
が
挨
拶
で
日
頃
の
税
務
行
政
へ
の
理
解
に
つ
い
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
の
増
強
会
議
の
出
席
数
は
58
名
で
、
会
員
増
強
運
動
へ
の
意
欲
が
伺
え
ま
し
た
。
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社 団 法 人 荻 窪 法 人 会
組 織 委 員 会 会 員 増 強 会 議

活動力に驚かされております

大
変
お
忙
し
い
中
、
各
支
部
の
稼
働
法

人
調
査
を
し
て
頂
き
ま
し
て
、
お
陰
様
で

昨
年
度
よ
り
3
・
9
％
プ
ラ
ス
の
77
パ
ー

セ
ン
ト
の
数
字
を
あ
げ
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
一
重
に
ご
協
力
を
し
て
頂
い
た
役
員

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

前
年
度
は
、
荻
窪
法
人
会
が
公
益
法

人
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
今
ま
で
の
法
人

昨
年
度
の
東
法
連
組
織
率
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

達
成
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
有
言
実

行
、
地
域
密
着
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
活
動

力
に
驚
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
っ
た
活
力
を
少

し
e

−

T
a
x
の
普
及
に
わ
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
す
で
に
法
人
の

申
告
書
で
行
っ
て
い
る
会
社
様
は
改
め
て
手

続
き
す
る
こ
と
な
く
、
会
社
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
源
泉
、
法
定
調
書
も
利
用
で
き
ま
す
。

署
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
操
作
方

法
は
お
教
え
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ

い
。ま

た
、
納
税
す
る
の
に
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
e

−

T
a
x
で

申
告
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
事
前
に
届
け
れ

ば
銀
行
口
座
か
ら
期
日
指
定
で
引
落
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
銀
行
に
行
く
手
間
、

納
付
忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
税
務
行
政
に
ご
協

力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委員長 あいさつ 　
田中晴弘／組織委員会 委員長

今年の目標 130会員増強

お
知
り
合
い
の
方
で
、
正
会
員
或
い
は
特
別
会
員
（
個
人
事
業
主
あ
る
い
は
個
人
）で
荻
窪
法
人
会
の
諸
活
動
に
興
味
が
有
る

方
の
ご
紹
介
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
一
緒
に
会
合
、
行
事
に
参
加
さ
れ
れ
ば
一
層
楽
し
い
会
に
な
り
ま
す
。
是
非
、

事
務
局
、
支
部
の
役
員
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
な
お
、
荻
窪
法
人
会
エ
リ
ア
以
外
の
紹
介
も
お
気
軽
に
ご
相
談
お
受
け
致
し

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
特
別
会
員　

年
会
費
9
6
0
0
円
（
月
8
0
0
円
）

格
以
外
に
特
別
会
員
様
（
個
人
事
業
主

あ
る
い
は
個
人
）
も
入
会
出
来
る
事
に
な

り
、
会
員
数
も
2
3
0
0
会
員
と
な
り
ま

し
た
。
会
員
の
地
域
最
大
の
組
織
を
つ
く

り
、
地
域
の
活
性
化
、
情
報
の
流
通
を
進

め
て
各
会
員
、
地
域
の
発
展
を
図
る
為

に
、
効
率
よ
く
会
員
増
強
推
進
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
は
、
会
員
の
層
を
も
っ

と
幅
広
く
増
強
を
す
る
た
め
に
、
杉
並
商

店
連
合
会
の
ご
協
力
を
頂
き
各
商
店
会
、

或
い
は
医
療
関
係
者
の
加
入
を
勧
め
て
い

く
所
存
で
す
。
10
、
11
月
は
会
員
増
強

月
間
で
す
の
で
、
荻
窪
法
人
会
の
活
動
を

良
く
理
解
し
て
頂
く
、
新
し
い
仲
間
を
探

し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様

に
引
き
続
き
会
員
増
強
運
動
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
年
の
目
標 

1
3
0
会
員
増
強

正
会
員
70
会
員

特
別
会
員
60
会
員

ご来賓あいさつ 　
塩田敏彦／荻窪税務署 副署長
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平成 26 年9月、各ブロックにて秋 季 研 修 会 が 行われました。
各ブロックは共 通テーマとして、講 師に岡田上 席を講 演にお 招きし「平成 26 年度 税 制改 正について」と

資 産課 税の担当官による「相 続 税の改 正について」をテーマに
第1、第 3ブロックは独自テーマでの講 演も行いました。これらの講 演レポートをご 紹介します。

【秋の研修会について】荻窪法人会は秋と春に研修会を行っています。荻窪法人会は荻窪税務署管内を5つのブロックに地域割りをしています。
秋はそれぞれのブロックが個別に研修会を開きます。秋の研修テーマの一つは荻窪税務署に講師をお願いして税務・納税など税金に関わる話
やいままで経験されたことなど講話していただきます。この研修テーマは各ブロック共通ですがブロックに因つては第2部を編成して地域に関わ
る講演を企画することがあります。法人会以外の方も参加できます。

平 成 2 6 年 度  荻 窪 法 人 会

ブロック 秋 季 研 修 会

ブロック 開催日 場　所 他の講演・研修 出席数

1 9月19日（ 金 ）
午後5時30分 井草地域区民センター

【共通テーマ】
「平成26年度税制改正について」

講師：岡田知己 荻窪税務署 法人課税第1部
門審理上席調査官

「相続税の改正について」
講師：土岐直 荻窪税務署 資産課税第1部門
統括官
講師：後藤崇哉 荻窪税務署 資産課税第1部
門総括上席調査官

「税の四方山話」
講師：岡田浩 荻窪税務署 統括官 　61名

2 9月9日（ 火 ）
午後6時 杉並会館マツヤサロン ─ 　31名

3 9月17日（ 水 ）
午後6時 荻窪タウンセブン8階会議室

「暗唱したい日本のこころ『ことだま百選』」
講師：藤川章 天沼中学校  校長 　81名

4 9月12日（ 金 ）
午後6時 久我山「シーダー HATA」 ─ 　40名

5 9月26日（ 金 ）
午後6時 法人会2階 会議室 ─ 　33名

計 246名

平成 26 年
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と
に
な
り
ま
す
。
中
小
法
人
で
は
現
在
の

8
0
0
万
円
の
枠
を
利
用
す
る
か
、
飲
食

交
際
費
の
50
％
損
金
算
入
を
利
用
す
る
か

は
、
会
社
に
有
利
な
ほ
う
を
選
択
す
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
「
地
方
法
人
課
税
の
偏
在
是
正
」

と
い
う
こ
と
で
「
地
方
法
人
税
」
と
い
う
税

目
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
国
の
税
金

で
、
通
常
納
め
る
法
人
税
額
の
4
・
4
％
の

税
率
で
申
告
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。
一
方
で
法
人
住
民
税
、
つ
ま
り
法
人
の

都
民
税
が
同
じ
く
4
・
4
％
減
り
ま
す
の

で
、
会
社
と
し
て
の
負
担
は
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
申
告
の
様
式
も
変

わ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

消
費
税
の
見
直
し

　
次
に
、
消
費
税
関
係
の
改
正
で
「
簡
易

法
人
税
と
地
方
法
人
課
税

　
平
成
26
年
度
の
税
制
改
正
で
は
、
ま
ず
、

法
人
税
関
係
の
改
正
で
「
復
興
特
別
法
人

税
の
1
年
前
倒
し
廃
止
」
が
あ
り
ま
す
。

当
初
、
復
興
特
別
法
人
税
は
3
事
業
年
度

の
予
定
で
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
1
年

前
倒
し
の
2
年
間
で
終
わ
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
続
い
て
「
交
際
費
課
税
の
特
例
措
置
の

拡
充
」
で
す
。
交
際
費
の
損
金
算
入
制
度

は
、
現
在
、
資
本
金
1
億
円
以
下
の
中
小

法
人
に
つ
い
て
年
間
8
0
0
万
円
ま
で
の

限
度
額
が
あ
り
ま
す
。
資
本
金
が
1
億

円
を
超
え
る
大
法
人
に
つ
い
て
は
限
度
額

が
な
く
、
支
払
っ
た
交
際
費
全
額
損
金
不

算
入
が
現
在
の
規
定
で
す
が
、
新
た
に
、

交
際
費
支
出
の
う
ち
飲
食
に
か
か
る
飲

食
交
際
費
の
50
％
は
損
金
算
入
で
き
る
こ 講

師
：
岡
田
知
己 

荻
窪
税
務
署 

法
人
課
税
第
1
部
門
審
理
上
席
調
査
官

「
平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
」

「
相
続
税
の
改
正
に
つ
い
て
」

平
成
2 6
年
９
月
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
秋
季
税
務
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
平
成
2 6
年
度
税
制
改
正
と
、
来
年
１
月
か
ら
大
き
く
変
わ
る
相
続
税
の
改
正
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

課
税
制
度
の
み
な
し
仕
入
率
の
見
直
し
」

が
あ
り
ま
す
。
従
来
、
簡
易
課
税
制
度
は

事
業
種
目
に
よ
っ
て
第
1
種
事
業
か
ら
第

5
種
事
業
ま
で
、
み
な
し
仕
入
率
が
90
％

か
ら
50
％
ま
で
、
5
つ
の
区
分
に
分
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
新
た
に
第
6
種
事
業
が
で

き
て
、
み
な
し
仕
入
率
は
40
％
で
す
。
そ

れ
と
と
も
に
、
今
ま
で
第
4
種
事
業
だ
っ

た
金
融
業
、
保
険
業
が
第
5
種
事
業
の
区

分
に
な
り
、
第
5
種
事
業
だ
っ
た
不
動
産

業
が
第
6
種
事
業
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
不
動
産
業
の
方
の
場
合
は
、
50
％

だ
っ
た
の
が
40
％
に
な
り
、
消
費
税
を
10

％
く
ら
い
多
く
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
消
費
税
に
つ
い
て
は
昨
年
の
改
正
で
、

任
意
に
中
間
申
告
し
て
半
年
分
の
税
金
を

中
間
納
付
で
き
る
制
度
が
で
き
て
い
ま
す

の
で
、
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

平成26年度

公
益
社
団
法
人 

荻
窪
法
人
会

ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修
会
（
全
ブ
ロ
ッ
ク 

共
通
テ
ー
マ
）
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講
師
：
土
岐
直 

荻
窪
税
務
署 

資
産
課
税
第
1
部
門
統
括
官

講
師
：
後
藤
崇
哉 

荻
窪
税
務
署 

資
産
課
税
第
1
部
門
総
括
上
席
調
査
官

「
相
続
税
の
改
正
に
つ
い
て
」

ブロック秋季研 修会［共通テーマ］

相
続
税
の
基
礎
控
除
が
変
わ
る

　
平
成
25
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成

27
年
1
月
1
日
以
後
に
相
続
も
し
く
は
贈

与
に
よ
り
取
得
す
る
財
産
の
相
続
税
ま
た
は

贈
与
税
に
つ
い
て
大
幅
に
改
正
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
改
正
さ
れ
る
事
項
は
、
相

続
税
の
改
正
1
〜
4
の
4
項
目
、
贈
与
税
の

改
正
1
、
2
の
2
項
目
と
事
業
承
継
税
制

で
す
。

　
ま
ず
「
遺
産
に
か
か
る
基
礎
控
除
」
の
改

正
で
す
。
平
成
26
年
ま
で
相
続
税
の
基
礎

控
除
は
、
5
0
0
0
万
円
＋
（
1
0
0
0
万

円
×
法
定
相
続
人
の
数
）
で
す
。
た
と
え

ば
、
ご
主
人
が
亡
く
な
ら
れ
て
、
お
子
さ
ん

が
2
人
い
る
と
い
う
相
続
人
3
人
の
場
合
、

基
礎
控
除
額
は
8
0
0
0
万
円
に
な
り
、
こ

れ
を
超
え
た
金
額
に
相
続
税
が
か
か
り
ま

す
。
こ
れ
が
改
正
に
よ
り
、
3
0
0
0
万
円

＋
（
6
0
0
万
円
×
法
定
相
続
人
の
数
）
と

な
り
、
先
ほ
ど
の
例
で
は
合
計
4
8
0
0
万

円
が
基
礎
控
除
額
に
な
り
ま
す
。

　
相
続
税
の
改
正
2
は
「
相
続
税
の
税
率

構
造
」
で
す
。
相
続
税
の
計
算
は
、
預
貯
金

や
不
動
産
な
ど
プ
ラ
ス
の
財
産
か
ら
債
務
を

引
い
た
全
財
産
か
ら
基
礎
控
除
を
引
き
、
そ

れ
を
法
定
相
続
割
合
で
割
り
ま
す
。
こ
れ
を

税
率
表
に
当
て
は
め
て
、
一
人
当
た
り
の
税

金
を
計
算
し
て
合
計
し
た
も
の
が
一
般
的
に

は
相
続
税
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
金
額
で

す
。
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
税
率
表
の
40

％
、
50
％
の
と
こ
ろ
が
細
か
く
分
か
れ
ま
す
。

　
改
正
3
は
「
税
額
控
除
」
で
す
。
配
偶

者
控
除
の
ほ
か
に
、
相
続
す
る
方
が
未
成

年
や
障
害
者
の
場
合
に
も
控
除
が
あ
り
、

そ
の
控
除
額
に
改
正
が
あ
り
ま
す
。
未
成

年
者
控
除
は
1
年
に
つ
き
6
万
円
だ
っ
た

も
の
が
10
万
円
に
、
障
害
者
控
除
は
6
万

円
か
ら
10
万
円
、
特
別
障
害
者
は
12
万
円

か
ら
20
万
円
に
控
除
額
の
引
き
上
げ
が
な

さ
れ
ま
す
。

　
改
正
4
は
「
小
規
模
宅
地
等
の
特
例
」
で

す
。
居
住
用
宅
地
等
の
限
度
面
積
が
2
4
0

㎡
か
ら
3
3
0
㎡
に
拡
大
さ
れ
、
居
住
用
と

事
業
用
の
宅
地
を
選
択
す
る
場
合
の
適
用

面
積
が
合
計
4
0
0
㎡
か
ら
7
3
0
㎡
ま
で

拡
大
さ
れ
ま
す
。

贈
与
税
の
相
続
時
精
算
課
税

　
贈
与
税
は
、
贈
与
さ
れ
た
金
額
か
ら

1
1
0
万
円
の
基
礎
控
除
額
を
引
い
た
金
額

に
か
か
る
税
金
で
す
。

　
贈
与
税
の
改
正
1
は
「
相
続
時
精
算
課

税
制
度
」
で
す
。
適
用
さ
れ
て
10
年
ほ
ど

の
制
度
で
す
が
、
こ
れ
は
遺
産
分
け
の
意
味

合
い
も
持
っ
て
い
ま
す
。
親
か
ら
子
ど
も
へ

と
い
う
、
推
定
相
続
人
に
贈
与
す
る
場
合
、

相
続
時
清
算
課
税
制
度
を
選
択
す
れ
ば
、

2
5
0
0
万
円
ま
で
は
税
金
は
か
か
ら
ず
、

超
え
た
場
合
は
20
％
の
税
率
が
か
か
り
ま

す
。
改
正
で
は
、
こ
の
相
続
時
精
算
課
税

制
度
の
適
用
対
象
者
が
変
わ
り
ま
す
。
贈

与
者
は
65
歳
以
上
か
ら
60
歳
以
上
に
緩
和

さ
れ
る
と
と
も
に
、
受
け
る
側
も
、
20
歳
以

上
で
贈
与
者
の
推
定
相
続
人
だ
け
だ
っ
た
の

が
、
お
孫
さ
ん
に
も
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
改
正
2
と
し
て
「
贈
与
税
の
税
率
構
造
」

が
変
わ
り
ま
す
。
今
ま
で
は
、
誰
が
誰
に
贈

与
し
て
も
1
1
0
万
円
を
超
え
る
分
の
金
額

に
よ
っ
て
税
率
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
度
か
ら
、
一
般
税
率
と
特
例
税
率
に
分
け

ら
れ
、
20
歳
以
上
の
人
が
親
や
祖
父
母
な
ど

直
系
尊
属
か
ら
贈
与
を
受
け
た
場
合
は
特

例
税
率
と
い
う
少
し
安
い
税
率
で
計
算
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
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平成26年度 荻窪法人会 ブロック秋季研修会

第1ブロック秋季研 修会

9
月
19
日
（
金
）
17
時
30
分
よ
り
、
井

草
区
民
セ
ン
タ
ー
に
て
「
第
一
ブ
ロ
ッ
ク　

秋
季
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

荻
窪
税
務
署
か
ら
、
塩
田
敏
彦
副
署
長
、

岡
田
浩
法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
官
、
岡

田
知
己
法
人
課
税
第
一
部
門
審
理
上
席
調

査
官
を
迎
え
、
会
場
に
は
、
39
名
の
会
員

税
制
改
正
説
明
・
税
務
調
査

の
ポ
イ
ン
ト

山
内
秀
夫 

第
1
ブ
ロ
ッ
ク
長

第 1 ブロック
秋季研 修会レポート

並
び
に
関
係
団
体
様
の
出
席
を
得
た
。

開
会
に
当
た
っ
て
、
石
黒
副
ブ
ロ
ッ
ク

長
の
司
会
の
基
、
山
内
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨

拶
を
始
め
、
荻
窪
税
務
署 

塩
田
敏
彦
副

署
長
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、
研
修
へ
と
進
行

し
た
。

第
1
テ
ー
マ
：
「
平
成
26
年
度　

税
制
改

正
に
つ
い
て
」　

岡
田
知
己 

荻
窪
税
務
署 

法
人
課
税
第
1
部
門
審
理
上
席
調
査
官

資
料
を
基
に
、
平
成
26
年
度
の
税
制
改
正

部
分
を
親
切
丁
寧
な
説
明
に
て
お
話
を
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
法
人
税
」「
所
得

税
」「
消
費
税
」
の
改
正
部
分
に
つ
い
て
は
、

理
解
し
や
す
く
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
2
テ
ー
マ
：
「
税
の
四
方
山
話
」　

岡
田

浩 

荻
窪
税
務
署 

法
人
課
税
第
1
部
門
統

括
官「

ど
う
す
る
、
税
務
調
査
」
と
題
し
て
特

に
詳
細
に
わ
た
り
「
税
務
調
査
」
で
税
務

署
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
箇
所
を
詳
し
く
説
明

を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
、
各
法
人
が
準

備
を
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
も
含
め
対
処
方
法

を
説
明
頂
き
ま
し
た
。

資
料
も
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
易
く
さ
れ

た
レ
ジ
メ
を
配
布
頂
き
、
法
人
側
に
立
っ

た
視
点
と
税
務
側
に
立
っ
た
視
点
の
双
方

を
お
教
え
頂
き
ま
し
た
。

ご
両
人
か
ら
の
講
話
は
、
非
常
に
参
考

と
な
り
、「
法
人
会
に
加
入
し
て
い
な
け
れ

ば
知
り
得
な
い
情
報
」「
本
会
の
研
修
会
に

参
加
し
な
け
れ
ば
仕
入
れ
ら
れ
な
い
」
事

項
と
資
料
で
有
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
に
欠
席
さ
れ
た
方
々
に

は
大
変
失
礼
な
が
ら
、「
企
業
の
損
失
」
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
無
い
と
感
じ
ま
す
。

更
に
は
、
懇
親
会
へ
ご
両
名
が
参
加
頂

き
、
更
な
る
経
験
談
や
対
応
事
例
に
つ
い

て
も
個
々
に
お
話
が
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
終
了
後
に
は
、
諸
所
の
案
内
が
有

り
、
特
に
地
域
活
性
化
活
動
を
行
っ
て
い

る
、「
花
と
緑
の
井
草
協
議
会
」
様
（
第
一

ブ
ロ
ッ
ク
が
協
賛
し
て
お
り
ま
す
地
域
活

動
）
よ
り
、
10
月
25
日
「
花
と
緑
の
井
草

祭
り
」
開
催
案
内
を
配
布
し
参
加
者
全
員

に
無
料
の
花
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
さ
れ
る
事
の

説
明
が
有
り
ま
し
た
。

地
域
と
密
着
し
た
活
動
を
今
後
も
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

尚
、
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
は
、
今
後
11

月
6
日
に
は
「
バ
ス
研
修
会
」
を
予
定
し

て
お
り
、
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
中
心
に
「
誰
も
が
楽
し
く
学
ぶ
」「
地

域
を
明
る
く
、
安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

他
地
域
の
皆
様
の
ご
参
加
も
、
大
歓
迎

で
御
座
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
々

に
ご
参
加
頂
き
ま
す
様
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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機
材
の
関
係
で
N
H
K
で
放
送
さ
れ
た

D
V
D
が
見
れ
な
い
の
が
残
念
で
し
た
。

3
部
と
し
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
日
頃

は
税
務
署
の
方
々
と
は
親
し
く
お
話
や

質
問
が
出
来
な
い
会
員
の
方
々
と
の
和
気

藹
々
と
し
た
懇
親
が
深
ま
り
ま
し
た
。

法
人
会
の
良
さ
は
色
々
な
行
事
に
参
加

し
て
頂
き
、
自
分
か
ら
見
つ
け
て
い
く
し

か
有
り
ま
せ
ん
。
春
季
研
修
会
は
2
月
16

日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

平成26年度 荻窪法人会 ブロック秋季研修会

恒
例
で
あ
る
荻
窪
法
人
会
秋
季
研
修
会

が
平
成
26
年
9
月
17
日
（
水
）
午
後
6
時

よ
り
荻
窪
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
8
階
会
議
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
43
名
で
北
川
副
ブ
ロ
ッ
ク
長

の
司
会
に
よ
り
、
榊
原
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨
拶

に
続
き
、
荻
窪
税
務
署
よ
り
塩
田
副
署
長

の
来
賓
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
1
部
を
岡
田
知
己 

荻
窪
税

務
署 

法
人
課
税
第
1
部
門
審
理
上
席
調
査

官
の
税
制
改
正
の
話
に
続
き
、
後
藤
崇
哉 

荻
窪
税
務
署 

資
産
課
税
第
1
部
門
総
括
上

席
調
査
官
よ
り
相
続
税
改
正
に
つ
い
て
の

説
明
が
有
り
ま
し
た
。
第
2
部
の
講
演
会

で
は
、
地
元
天
沼
中
学
校
の
藤
川
章
校
長

よ
り
、
天
沼
中
学
校
自
主
学
習
の
教
材
と

し
て
出
版
さ
れ
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
し
て
い

る
、
暗
証
し
た
い
日
本
の
こ
こ
ろ
『
こ
と
だ

ま
百
選
』
の
書
籍
と
実
際
に
行
っ
て
い
る

光
景
に
つ
い
て
お
話
頂
き
ま
し
た
。

中
学
生
が
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

勢
と
、
我
々
が
忘
れ
て
い
た
日
本
と
言
う

国
の
良
さ
と
誇
り
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

講
演
内
容
で
し
た
。

「
税
制
改
正
」
と

「
暗
唱
し
た
い
日
本
の
こ
こ
ろ
『
こ
と
だ
ま
百
選
』」

榊
原
昭 

第
3
ブ
ロ
ッ
ク
長

講師の天沼中学校 藤川章 校長

第 3 ブロック
秋季研 修会レポート

第 3ブロック秋季研 修会
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糸
山
署
長
は
福
岡
県
北
九
州
市
の
お
生

ま
れ
。「
よ
く
自
己
紹
介
で
は
、
小
倉
の
生

ま
れ
で
す
と
申
し
上
げ
て
い
る
ん
で
す
が
、

正
確
に
は
生
ま
れ
て
か
ら
中
学
２
年
ま
で

は
隣
の
戸
畑
区
で
育
ち
、
そ
の
後
に
小
倉

区
に
移
っ
て
高
校
卒
業
ま
で
を
過
ご
し
ま

し
た
。
今
で
も
母
が
小
倉
に
住
ん
で
お
り

ま
す
」
と
糸
山
署
長
。
中
学
生
時
代
は
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た

が
、
膝
を
壊
し
た
た
め
、
高
校
で
は
英
会

話
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

卒
業
後
、
中
央
大
学
の
商
学
部
へ
進
学
し
、

公
認
会
計
士
を
目
指
さ
れ
ま
し
た
。

「
中
央
大
学
は
、
司
法
試
験
や
公
認
会
計
士

な
ど
を
目
指
す
気
風
が
あ
り
ま
し
た
。
で

も
、
現
役
で
は
受
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す

よ
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
な
り
た
く
な
か
っ

た
し
、
会
計
士
に
合
格
す
る
ま
で
勉
強
を

続
け
た
い
と
父
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、『
お

れ
も
、
あ
と
５
〜
６
年
は
職
場
に
い
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
な
ん
と
か

し
ろ
』
と
言
っ
て
く
れ
て
、
ア
パ
ー
ト
を
引

き
払
っ
て
実
家
で
勉
強
し
て
た
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
へ
来
た
の
が
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
に
続
く
不
景
気
で
す
。
会
社
の
縮
小

と
と
も
に
父
も
肩
を
ト
ン
ト
ン
と
叩
か
れ

て
、
こ
れ
は
い
か
ん
と
思
い
ま
し
た
。
男
が

２
人
、
家
に
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
国

税
専
門
官
試
験
が
あ
る
と
聞
い
た
の
で
、

あ
わ
て
て
受
け
ま
し
た
。
幸
い
受
か
っ
て
、

就
職
浪
人
１
年
の
の
ち
税
務
職
員
と
な
り

ま
し
た
」

「
最
初
の
赴
任
地
は
立
川
税
務
署
、
資
産
課

税
部
門
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
立
川
に
４

年
、
そ
の
後
、
中
野
税
務
署
で
５
年
間
勤

め
た
の
ち
、
以
前
か
ら
希
望
し
て
い
た
国

税
局
の
資
料
調
査
課
に
異
動
と
な
り
ま
し

た
。

　

資
料
調
査
四
課
と
い
う
相
続
税
調
査
を

行
っ
て
い
る
部
署
な
ん
で
す
が
、
そ
こ
に
末

席
で
入
り
、
そ
れ
か
ら
は
15
年
間
、
国
税

局
内
を
ぐ
る
ぐ
る
と
ま
わ
り
ま
し
た
。
資

料
調
査
課
の
次
は
人
事
課
、
平
成
４
年
に

新
し
く
で
き
た
地
価
税
調
査
の
係
長
も
や

り
ま
し
た
。
途
中
、
国
税
庁
の
資
産
課
税

課
に
３
年
い
て
、
ま
た
国
税
局
に
戻
る
と

い
っ
た
具
合
で
す
」

　

そ
の
後
、
千
葉
県
柏
税
務
署
資
産
課
税

第
一
統
括
官
、
千
葉
南
税
務
署
総
務
課
長

を
経
て
、
平
成
17
年
に
埼
玉
県
和
光
市
に

あ
る
税
務
大
学
校
の
資
産
課
税
関
係
担
当

教
授
、
平
成
19
年
に
松
戸
税
務
署
副
署
長
、

平
成
21
年
に
税
務
相
談
室
の
主
任
相
談

税務の道へ進まれた経緯、お仕事の経歴、ご趣味など、さまざまなお話をうかがいました。「人生粋
（意気）に」のモットーのとおり、折々にさまざまなスポーツを楽しみ、燻製づくりや料理に熱中し、家
族との語らいを大事にされているお人柄が伝わってくるインタビューとなりました。

糸山  徹
荻窪税務署 署長インタビュー

「手づくりの燻製でお酒を一杯、
楽しい時間です」

聞き手／岡博之・真野大・小笠原秀明

INTERVIEW

公
認
会
計
士
を
目
指
し
て

資
産
税
の
教
授
も
担
当
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官
、
平
成
23
年
に
は
高
松
国
税
局
南
国
税

務
署
署
長
と
な
ら
れ
ま
す
。

「
高
知
県
南
国
市
は
、
高
知
市
の
隣
に
あ
り

ま
す
。
高
知
空
港
も
南
国
署
の
所
轄
な
ん

で
す
よ
。
農
業
や
水
産
業
な
ど
の
一
次
産

業
が
主
な
産
業
で
、
特
に
シ
ョ
ウ
ガ
の
栽

培
は
全
国
一
の
規
模
な
ん
で
す
。
い
い
と
こ

ろ
で
す
よ
。
そ
こ
か
ら
戻
っ
て
、
国
税
庁

の
監
督
評
価
官
室
と
い
う
組
織
の
診
断
を

す
る
部
署
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
監

督
評
価
官
と
し
て
１
年
。
そ
し
て
、
昨
年

が
国
税
局
課
税
一
部
資
料
調
査
二
課
の
課

長
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
主
に
相
続
税
や

譲
渡
所
得
な
ど
の
資
産
税
に
関
す
る
仕
事

に
従
事
し
て
き
ま
し
た
」

　

ご
結
婚
は
、
立
川
税
務
署
に
在
任
中
の

26
歳
の
と
き
。
３
人
の
息
子
さ
ん
も
今
は

そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
て
、
現
在
は
江
戸
川

区
小
岩
に
あ
る
ご
自
宅
に
奥
様
と
二
人
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

「
男
ば
か
り
３
人
で
す
か
ら
、
孫
な
ん
て
先

の
話
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
今
か

ら
10
年
前
、
私
が
49
歳
の
と
き
長
男
の
と

こ
ろ
に
初
孫
が
誕
生
し
た
ん
で
す
。
し
か

も
女
の
子
で
、
か
わ
い
い
の
な
ん
の
っ
て
。

そ
れ
ま
で
は
ゴ
ル
フ
が
趣
味
だ
っ
た
ん
で
す

が
、
週
末
は
孫
の
お
守
り
を
す
る
ほ
う
が

楽
し
く
て
、
ゴ
ル
フ
の
誘
い
を
断
っ
て
い
た

ら
、
そ
の
う
ち
誘
っ
て
く
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ

い
ま
し
た
（
笑
）。

　

次
男
も
結
婚
が
早
く
て
子
ど
も
が
３

人
、
長
男
の
と
こ
ろ
の
２
人
と
あ
わ
せ
て
、

孫
は
全
員
で
５
人
い
る
ん
で
す
。
今
は
長

男
の
家
族
は
遠
く
に
住
ん
で
い
る
ん
で
す

が
、
次
男
一
家
が
隣
駅
に
い
て
、
よ
く
ご
飯

を
食
べ
に
や
っ
て
き
ま
す
」

　

職
場
の
部
下
に
誘
わ
れ
て
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
始
め
た
り
、
奥
様
と
テ
ニ
ス
を
楽
し

ん
だ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
は
何
で
も
お
好
き
と

言
う
糸
山
署
長
で
す
が
、
こ
こ
15
年
く
ら

い
熱
中
し
て
い
る
ご
趣
味
が「
燻
製
づ
く
り
」

だ
そ
う
で
す
。
な
か
で
も
、
豚
肉
を
使
っ

た
ベ
ー
コ
ン
が
お
得
意
で
す
。

「
燻
製
と
い
う
と
、
煙
で
い
ぶ
す
だ
け
っ
て

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
い
き

な
り
豚
肉
に
煙
を
当
て
て
も
お
い
し
く
な

い
ん
で
す
よ
。
ベ
ー
コ
ン
を
作
る
と
き
は
、

ま
ず
豚
肉
を
塩
に
漬
け
込
ん
で
、
そ
れ
を

塩
抜
き
し
て
、
干
す
と
い
う
行
程
を
経
て

燻
煙
し
ま
す
か
ら
、
最
低
２
週
間
は
か
か

る
ん
で
す
。
塩
漬
け
す
る
こ
と
で
防
腐
効

果
が
あ
り
、
塩
抜
き
に
は
雑
味
と
雑
菌
を

取
り
除
く
作
用
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

塩
抜
き
し
て
表
面
が
濡
れ
て
い
る
と
煙
が

入
っ
て
い
か
な
い
か
ら
干
し
ま
す
。
干
す
と

き
に
気
温
が
高
い
と
雑
菌
の
繁
殖
が
怖
い

の
で
、
燻
製
づ
く
り
は
10
月
か
ら
４
月
く

ら
い
ま
で
の
涼
し
い
季
節
に
限
る
ん
で
す
。

手
づ
く
り
の
燻
製
で
一
杯
や
る
の
が
、
た
ま

り
ま
せ
ん
ね
（
笑
）」

　

最
後
に
、
荻
窪
の
街
や
荻
窪
法
人
会
の

印
象
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
杉
並
の
な
か
で
も
荻
窪
は
、
閑
静
な
住
宅

街
、
非
常
に
上
品
な
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
団
体
の
皆
様
も
明
る
く
て
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
よ
く
、
行
政
が
行
い
や
す
い

地
域
で
あ
り
、
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
来
年
度
、
相
続
税
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
現
在
の
相
続
税
の
基
礎
控

除
は
、
５
０
０
０
万
円
＋
（
１
０
０
０
万

円
×
相
続
人
数
）
で
し
た
が
、
こ
れ
が

３
０
０
０
万
円
＋
（
６
０
０
万
円
×
相
続
人

数
）
に
下
が
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ご
主

人
が
亡
く
な
っ
て
、
奥
様
と
お
子
さ
ん
２

人
が
相
続
す
る
場
合
、
今
は
８
０
０
０
万

円
ま
で
控
除
さ
れ
た
も
の
が
４
８
０
０
万

円
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
荻
窪
の
土
地

の
値
段
は
１
平
米
40
万
円
は
下
り
ま
せ
ん

か
ら
、
１
坪
１
３
０
万
円
と
し
て
、
40
坪

の
家
な
ら
土
地
だ
け
で
５
０
０
０
万
円
を

超
え
て
し
ま
い
ま
す
。
荻
窪
に
お
住
ま
い

趣
味
は
燻
製
づ
く
り

て
い
ね
い
な
行
政
を

の
多
く
の
方
に
関
係
す
る
改
正
で
す
が
、

申
告
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
相
続
税
が
発
生

し
な
い
ケ
ー
ス
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か

ら
、
ぜ
ひ
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

荻
窪
署
の
資
産
課
税
部
門
も
広
報
を
含
め

て
、
対
応
に
忙
し
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
法
人
会
の
皆
様
の
会
合
等
へ
も
お
じ

ゃ
ま
し
て
、
く
わ
し
い
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
デ
リ
ケ
ー

ト
な
部
分
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
て
い
ね

い
に
行
政
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
」
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ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
の
出
会
い

　

青
年
部
会
長
の
水
島
氏
は
、
荻
窪
法
人

会
の
す
ぐ
近
く
、
東
京
衛
生
病
院
で
昭
和

49
年
10
月
に
誕
生
、
ご
両
親
と
4
歳
上
の

姉
と
の
4
人
家
族
の
な
か
、
す
く
す
く
と

成
長
さ
れ
ま
し
た
。
区
立
沓
掛
小
学
校
に

通
っ
て
い
た
こ
ろ
を
思
い
出
す
と
、
ず
い
ぶ

ん
た
く
さ
ん
の
習
い
事
を
し
て
い
た
と
い

い
ま
す
。

「
剣
道
は
小
学
校
2
年
か
ら
5
年
ま
で
、
大

義
塾
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に

水
泳
、
ピ
ア
ノ
、
書
道
。
私
は
喘
息
が
あ

っ
た
の
で
、
水
泳
を
習
わ
さ
れ
た
ん
で
す
。

土
日
に
は
少
年
野
球
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
5
年
生
か
ら
は
中
学
受
験
の
準
備

の
た
め
に
「
お
ぎ
し
ん
」、
荻
窪
進
学
研
究

所
に
通
い
始
め
た
ん
で
、
習
い
事
は
全
部

や
め
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
か
ら
太
り

は
じ
め
た
ん
で
す
ね
（
笑
）」

　

見
事
合
格
し
て
、
慶
応
義
塾
中
等
部
へ

入
学
し
、
そ
の
後
、
高
校
、
大
学
と
続
い

て
10
年
間
を
慶
応
義
塾
で
過
ご
さ
れ
ま
し

た
。

　

2
年
間
、
受
験
勉
強
ば
か
り
で
運
動
を

し
て
い
な
か
っ
た
反
動
で
、
中
学
1
年
の

と
き
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
部
。
中
学
と
は
い

え
、
高
校
、
大
学
と
続
く
伝
統
あ
る
ラ
グ

ビ
ー
部
の
練
習
は
厳
し
く
、
1
年
で
断
念

し
ま
し
た
。

「
体
育
系
は
、
ち
ょ
っ
と
高
み
を
め
ざ
し
過

ぎ
ま
し
た
ね
。
同
じ
く
1
年
か
ら
文
化
系

の
器
楽
部
に
、
友
達
に
誘
わ
れ
て
入
っ
た

ん
で
す
が
、
そ
の
こ
ろ
す
で
に
ま
る
っ
こ
い

体
を
し
て
い
た
の
で『
君
は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
』

っ
て
言
わ
れ
て
（
笑
）。
で
も
、
そ
の
と
き

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
に
出
会
っ
て
今
で
も
ず
っ
と

続
い
て
い
る
ん
で
す
よ
。
高
校
で
も
吹
奏

楽
部
に
入
り
ま
し
た
。
と
て
も
じ
ゃ
な
い

け
ど
高
校
に
入
っ
て
か
ら
も
体
育
会
系
の

部
活
に
は
手
が
出
な
か
っ
た
で
す
ね
」

　

慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
に
進
み
、
そ

こ
で
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
サ
ー
ク
ル
に
所

属
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
日
本
で
最
古
の
ア

マ
チ
ュ
ア
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
、
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
指
揮
者
を
迎
え
る
こ
と
も
多
い

刺
激
的
な
サ
ー
ク
ル
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
1
年
生
の
と
き
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
演
奏

旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
ウ

ィ
ー
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
演
奏
し
、
す
ば
ら

し
い
体
験
を
し
ま
し
た
。
両
親
に
は
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

荻
窪
で
三
代
の
建
設
業

　

水
島
青
年
部
会
長
と
奥
様
の
出
会
い
は

こ
の
大
学
時
代
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
し
た
。

団
員
が
2
0
0
名
も
い
る
な
か
で
、
ト
ロ

次代を担う青年経営者の育成、さらに各事業活動を通じて地域社会に貢献する青年部会。
部会長として2 年目を迎え、40 周年記念式典をめざしてリーダーシップを発揮される水島隆明氏に、
お話をうかがいました。

水島 隆 明
青年部会長インタビュー

「荻窪をよくしていこうと思うなら、

法人会に入るのが一番です！」

聞き手／岡博之・真野大・小笠原秀明

INTERVIEW
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ン
ボ
ー
ン
の
水
島
氏
と
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

奥
様
は
、
在
学
中
に
は
ほ
と
ん
ど
話
も
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
卒
業

生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
再
会
し
ご
結
婚
さ
れ

ま
し
た
。
小
学
校
2
年
の
息
子
さ
ん
、
幼

稚
園
年
中
ク
ラ
ス
の
娘
さ
ん
は
、
す
で
に

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
習
っ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
を
音
楽
家
に
す
る
つ
も
り
は

な
い
し
、
自
分
が
音
楽
を
楽
し
ん
で
き
た

の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
や
っ

て
ほ
し
い
ん
で
す
。
で
も
、
ま
だ
小
さ
い

う
ち
は
、
ど
う
し
て
も
親
が
や
ら
せ
て
る

か
た
ち
に
な
る
。
何
で
も
、
さ
せ
ら
れ
て

い
る
う
ち
は
好
き
に
な
ら
な
い
で
す
よ
ね
。

ど
う
し
た
ら
自
分
で
『
好
き
』
と
思
え
る

よ
う
に
な
る
の
か
、
教
育
っ
て
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
今
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
だ
け
ど
、

い
つ
か
途
中
で
管
楽
器
に
寝
返
ら
せ
よ
う

と
思
っ
て
る
ん
で
す
（
笑
）」

　

株
式
会
社
興
建
社
は
、
昭
和
21
年
に

水
島
氏
の
祖
父
で
あ
る
水
島
歳
五
郎
氏
が

創
業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
父
の
隆
年
氏

が
事
業
を
継
承
し
、
そ
し
て
平
成
24
年
に

隆
明
氏
が
第
3
代
社
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
ご
存
じ
の
通
り
、
創
業
者
の
歳
五
郎

氏
は
、
荻
窪
法
人
会
創
設
時
の
功
労
者
で

あ
り
、
2
代
目
社
長
の
水
島
隆
年
氏
は
、

荻
窪
法
人
会
第
6
代
会
長
で
す
。
荻
窪
を

拠
点
に
、
長
年
に
わ
た
っ
て
地
域
に
根
ざ

し
た
建
設
業
を
営
む
祖
父
、
父
の
姿
を
見

て
育
っ
た
水
島
青
年
部
会
長
は
、
大
学
に

入
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
自
分
も
興
建
社
に
入

っ
て
、
同
じ
道
を
歩
も
う
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

大
学
卒
業
後
、
飯
田
橋
に
あ
る
建
設
会

社
に
入
社
。
公
共
事
業
の
受
注
部
門
で
「
よ

そ
の
釜
の
飯
を
食
う
」
3
年
間
の
修
業
時

代
を
送
っ
た
あ
と
、興
建
社
に
入
り
ま
し
た
。

「
建
設
業
は
、
地
域
の
元
気
が
何
よ
り
大
事

で
す
。
そ
の
地
域
が
、
住
み
た
い
街
や
行

き
た
い
街
に
な
れ
ば
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。

人
が
集
ま
っ
て
く
れ
ば
、
そ
こ
に
建
物
を

建
て
よ
う
と
か
、
直
そ
う
と
い
う
動
機
が

生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
が
会
社
の
生
命
線
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
荻
窪
が
発
展
す
れ
ば
、

お
の
ず
と
興
建
社
に
仕
事
が
来
る
と
信
じ

て
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
建
設
業
の
3

代
目
が
地
域
を
よ
く
し
よ
う
と
思
っ
て
動

く
の
は
、
む
ず
か
し
い
使
命
感
を
持
っ
て

い
る
わ
け
じ
ゃ
な
く
、
当
た
り
前
だ
と
思

っ
て
い
る
ん
で
す
」

青
年
部
主
催
の
公
益
事
業
を

　

水
島
氏
が
10
年
前
、
青
年
部
会
に
誘

わ
れ
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、

自
然
の
流
れ
で
し
た
。
青
年
部
会
長
に
就

任
し
て
掲
げ
た
3
つ
の
目
標
は
、
部
会
員

1
0
0
名
の
実
現
、
40
周
年
記
念
行
事
の

開
催
、
例
会
出
席
率
の
向
上
で
し
た
。
部

会
員
1
0
0
名
は
、
今
年
度
中
に
達
成
で

き
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
実
は
、
私
自
身
は
何
も
や
っ
て
い
な
い
ん

で
す
。
1
0
0
人
と
い
う
目
標
を
作
っ
た

と
た
ん
、
幹
事
を
中
心
に
青
年
部
会
の
皆

さ
ん
が
一
生
懸
命
動
い
て
く
だ
さ
っ
た
結

果
で
す
。
例
会
一
つ
行
う
に
し
て
も
、
一
人

ひ
と
り
が
能
動
的
に
動
く
。
そ
れ
が
青
年

部
会
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
み
な
さ
ん

が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
」

　

青
年
部
会
長
の
任
期
も
残
り
半
年
と
な

り
、
3
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
40
周
年
記

念
行
事
の
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
青
年
部
会

創
立
10
周
年
の
と
き
、
部
会
長
と
し
て
あ

い
さ
つ
さ
れ
た
の
は
父
、
水
島
隆
年
氏
で

し
た
。

「
不
思
議
な
年
回
り
で
す
ね
。
青
年
部
会
は

昭
和
50
年
2
月
生
ま
れ
、
私
は
昭
和
49
年

生
ま
れ
な
の
で
、
青
年
部
会
と
学
年
が
一

緒
な
ん
で
す
。
父
は
青
年
部
会
を
作
っ
て

か
ら
、
ほ
と
ん
ど
家
に
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
こ
で
遊
ん
で
た
ん
で
す
ね
。
私
も
、

あ
ま
り
人
の
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
（
笑
）」

　

青
年
部
会
と
し
て
、
水
島
氏
が
思
い
を

巡
ら
せ
て
い
る
の
は
、『
落
語
を
楽
し
む
会
』

に
続
く
社
会
貢
献
事
業
を
探
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
す
。『
ハ
ロ
ー
西
荻
』
で
の
租
税

教
育
も
定
着
の
感
が
あ
り
、
今
年
は
商
店

街
の
打
ち
水
大
作
戦
に
も
参
加
す
る
こ
と

で
大
き
な
成
果
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
青

年
部
会
主
催
の
公
益
事
業
を
育
て
て
い
く

こ
と
が
次
へ
の
課
題
で
す
。

「
私
ど
も
の
よ
う
に
、
地
域
に
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
者
に
と
っ
て
地
域
貢
献
は
当
た

り
前
で
す
が
、
一
見
、
地
域
と
は
関
係
な

い
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
で
も
、
荻
窪

に
事
業
所
を
構
え
る
か
ぎ
り
、
事
業
環
境

を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
も
地
域
貢
献
と

い
う
考
え
方
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
、
多
く
の
団
体
が
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
が
、
荻
窪
で
一
番
マ
ン
パ

ワ
ー
が
発
揮
で
き
る
組
織
は
法
人
会
で
す
。

で
す
か
ら
、
荻
窪
を
よ
り
よ
く
し
て
い
こ

う
と
思
う
な
ら
、
法
人
会
が
一
番
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
」
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毎
年
恒
例
の
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
平
成
26
年
10
月
2
日
（
木
）
平
成
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
鉢
形
城
コ
ー
ス
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

晴
天
の
中
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
精
鋭
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
真
剣
に
プ
レ
ー
し
て
い
る
光

景
が
印
象
的
で
し
た
。

成
績
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
は
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
、
2
位
は
第
5
ブ
ロ
ッ
ク
、
3
位
は
第

3
ブ
ロ
ッ
ク
、
4
位
は
第
4
ブ
ロ
ッ
ク
そ
し
て
、
5
位
は
第
2
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
結
果

で
し
た
。

個
人
成
績
は
、
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
の
高
尾

直
一
氏
が
、（
39
・
41
）
で
優
勝
を
し
、

第
2
位
は
第
2
ブ
ロ
ッ
ク
の
木
村
隆
氏
、

第
3
位
は
第
3
ブ
ロ
ッ
ク
の
榊
原
昭
で
し

た
。
賞
品
に
つ
い
て
は
多
く
の
方
々
か
ら

の
寄
付
に
よ
り
色
々
な
品
物
を
頂
き
ま
し

た
の
で
賄
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
回
も
荻
窪
法
人
会
と
縁

が
深
い
法
人
会
と
し
て
青
梅
法
人
会
よ

り
7
名
の
参
加
を
頂
き
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

本
来
各
ブ
ロ
ッ
ク
12
名
の
参
加
で
競
い

合
う
予
定
で
し
た
が
、
今
回
の
参
加
は
1

ブ
ロ
ッ
ク
8
名
ぐ
ら
い
の
参
加
と
な
り
、

合
計
で
49
名
の
参
加
で
通
常
よ
り
も
多

少
人
数
が
少
な
か
っ
た
事
が
残
念
で
す
。

次
期
幹
事
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
第
4
ブ
ロ
ッ

ク
で
す
。
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
す
。

第
13
回 （
公
）荻
窪
法
人
会 

ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

報
告

榊
原
昭 

第
3
ブ
ロ
ッ
ク
長

順 位 氏　名 ネット グ ロ ス

優 勝 高尾直一 69.2 80

準 優 勝 木村　隆 70.0 88

第 3 位 榊原　昭 70.2 93

第 4 位 大石剛生 73.4 83

第 5 位 井上忠男 73.8 93

第 6 位 藤枝宏明 74.2 85

第 7 位 小泉律巳 74.2 97

第 8 位 加藤敏行 74.4 78
（グロス優勝）

第 9 位 松澤和洋 74.6 95

第10位 小竹良夫 74.8 82

成績表（敬称略）

個人成績
順 位 ブロック ネット合計

優 勝 1 447.8

準優勝 5 452.6

第 3 位 3 454.4

第 4 位 4 455.6

第 5 位 2 457

団体戦成績（ネット）

第13回

ブロック対抗ゴルフ大会
会 員 同 士 の 交 流 も深まる「 ブロック 対 抗 ゴルフ大 会 」は 毎 年 行 わ れ 、 会 員の 楽し み のひとつです。
真 剣 なプレ ーで 個 人と各ブロックで 成 績 を 競 い 合 い 、 会 員 企 業 の 協 力 で賞 品 の 提 供 をしていた だ いています。

（株）東 洋 時 計
（株）井 口 鉱 油
（株）保 坂 彫 刻 工 業 所
（有）神 田 裁 縫 所

志 村 運 送（株）
東 京 標 識（株）

（株）ロードランナー
鳥 羽 建 設（株）
東 亜 紙 巧 業（株）

（株）アーバンファミリー

（株）永 田 商 会
ジーエスケイ（株）

（株）サンメリット
協 同 商 船（株）

（有）春 木 屋 本 店
大 同 生 命 保 険（株）
AIU 損 害 保 険（株）
アフラック
平 成ゴルフ倶 楽 部

賞品提供企業（順不同）
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新委員長座談会
本 音 ト ー ク の 座 談 会 S E R I E S

全員参加型の法人会を目指して……
昨年度新しく委員長に就任された方々に「法人会への思い」
「これまで」そして「これから」を語ってもらいました

毎号、座談会を組んでいます。テーマは毎回替わります。定期的なテーマを題材にしたり、その時々の話題に沿って
話を進める場合もあります。会員勧奨や社会貢献など話の幅は大きく設定しますが、法人会への思障ない意見を聞きます。

座談会について

出席者：
松澤和洋 総務委員長
神谷次彦 研修委員長
八方淑夫 e-Tax普及推進委員長

司会： 岡博之 広報委員長
 真野大 広報副委員長

新
委
員
長
と
し
て
感
じ
た
こ
と

岡 

博
之 

広
報
委
員
長　

き
ょ
う
の

テ
ー
マ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
新
委

員
長
に
な
ら
れ
て
思
っ
た
こ
と
、
感

じ
た
こ
と
ま
た
、
こ
れ
か
ら
こ
う

し
て
い
き
た
い
な
ど
、
思
っ
た
こ
と

を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

松
澤
和
洋 

総
務
委
員
長　

青
年
部
会

に
入
っ
て
、
青
年
部
会
長
を
や
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
後
に
い
く
つ
か
委

員
会
を
経
験
し
て
、
昨
年
の
4
月

か
ら
初
め
て
委
員
長
と
い
う
こ
と
で

総
務
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り

ま
す
。

神
谷
次
彦 

研
修
委
員
長
　
私
は
、

平
成
20
年
に
研
修
の
方
の
副
委
員

長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の

後
、
4
月
か
ら
委
員
長
と
い
う
こ

と
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。
法
人
会
活

動
に
関
し
て
は
、
こ
こ
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
諸
先
輩
の
皆
さ
ん
と
ま
っ
た
く

キ
ャ
リ
ア
は
ビ
ギ
ナ
ー
の
よ
う
な
も

の
で
、
早
く
こ
の
法
人
会
に
馴
染
ん

で
、
良
い
会
に
で
き
た
ら
な
と
い
う
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ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

岡
　
広
報
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て

1
年
ち
ょ
っ
と
た
ち
ま
し
て
、
以

前
か
ら
の
内
容
を
踏
襲
し
て
い
る

形
で
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
や
っ

て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

神
谷
　
研
修
委
員
会
と
い
う
の
は
、

税
制
委
員
会
と
少
し
か
さ
な
る
と

こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
た
だ
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
少
し

で
も
税
務
に
関
す
る
知
識
、
あ
る
い

は
簿
記
研
修
な
ど
を
通
し
て
仕
事

に
何
ら
か
の
形
で
プ
ラ
ス
に
な
る
よ

う
な
こ
と
を
中
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
私
が
副
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て

か
ら
、
さ
か
な
ク
ン
や
野
口
健
さ
ん

を
講
師
に
招
い
て
、
大
規
模
な
研
修

会
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
次
回
の
研

修
会
は
来
年
3
月
2
日
に
向
け
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
イ
ベ

ン
ト
を
い
か
に
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
か
。
公
益
と
い
う
形
に
な

っ
て
か
ら
の
1
つ
の
取
り
組
み
と
い

う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
一
般
の
方
に

も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ど
こ
ま
で
公

益
性
を
高
め
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
な
が
ら
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　
副
委
員
長
の
と
き
は
公
益
で
は

な
か
っ
た
の
で
、
会
員
中
心
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
公
益
と
し

て
の
考
え
方
と
し
て
は
イ
ベ
ン
ト
を

組
む
上
で
ど
ん
な
ふ
う
に
一
般
の
方

を
巻
き
込
め
る
か
と
い
う
点
を
考

慮
し
、
大
規
模
な
研
修
を
成
功
さ

せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
開
催
す
る
以
上
は
皆
さ
ん
に
来

て
も
ら
い
た
い
し
、
そ
れ
な
り
の
企

画
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
お
忙
し
い
中
で
自
分
た

ち
の
時
間
を
調
整
し
な
が
ら
や
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ど
う
し
て
も
限
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

何
ら
か
の
形
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
き
ち

っ
と
遂
行
し
た
い
と
は
思
い
ま
す
。

と
り
ま
と
め
る
立
場
と
し
て

岡
　
法
人
会
の
取
り
ま
と
め
的
な
立

場
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
け
ど
、
松

澤
委
員
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

松
澤
　
僕
も
若
い
と
き
か
ら
、
一
番

最
初
に
厚
生
事
業
委
員
を
3
期
ぐ

ら
い
や
り
ま
し
た
。
い
く
つ
か
委
員

会
を
転
々
と
し
て
、
今
、
総
務
委

員
長
に
な
る
前
は
総
務
の
副
委
員

長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
務
委
員
は
年
間
4
回
の
委
員
会

が
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
は
総
会
の
設

営
な
ど
の
仕
事
は
あ
り
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
少
な
い
で
す
。
他
に
は

理
事
会
運
営
等
で
し
ょ
う
か
、
本

音
で
話
し
て
し
ま
う
と
、
実
は
総
務

委
員
と
い
う
の
は
楽
だ
な
と
思
っ
て

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
委
員
長
に
な
っ
て
み

た
ら
、
委
員
長
の
仕
事
っ
て
鬼
の
よ

う
に
あ
る
ん
で
す
ね
。
僕
の
前
に
八

方
さ
ん
が
委
員
長
を
や
っ
て
お
ら
れ

て
、
そ
の
前
が
柴
田
副
会
長
で
、
や

っ
ぱ
り
そ
の
上
を
ず
っ
と
た
ど
っ
て

い
っ
て
も
法
人
会
の
重
鎮
に
な
っ
て

お
ら
れ
る
方
々
が
ず
っ
と
や
っ
て
お

ら
れ
て
、
そ
れ
な
り
に
大
変
な
と
こ

ろ
で
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
僕
が
入
っ

て
し
ま
っ
た
も
の
だ
か
ら
結
構
苦
労

し
て
い
ま
す
。

　
雑
務
が
結
構
多
く
、
何
か
起
こ
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る
と
と
に
か
く
事
務
局
か
ら
僕
の

と
こ
ろ
に
電
話
な
り
メ
ー
ル
な
り
が

来
て
、「
こ
れ
は
ど
う
し
ま
し
ょ
う
、

あ
れ
は
ど
う
し
ま
し
ょ
う
」
と
相
談

さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
僕
で
判
断
で

き
る
こ
と
は
そ
れ
で
メ
ー
ル
を
返
し

て
終
わ
り
ま
す
が
、
お
金
が
絡
ん
で

き
た
り
す
る
と
僕
1
人
で
決
裁
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
担
当
の

井
口
副
会
長
や
、
或
い
は
小
竹
会

長
に
相
談
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
結
構
あ
り
ま
す
。

　
で
す
の
で
週
の
う
ち
、
事
務
局
か

ら
来
る
メ
ー
ル
は
結
構
な
数
で
、
電

話
は
週
に
何
回
も
、
事
務
局
へ
も
週

1
回
は
必
ず
行
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
大
き
い
研
修
が
あ
っ
て
、
研
修
委

員
会
が
、
そ
の
準
備
に
忙
し
い
と

か
、
厚
生
事
業
が
旅
行
が
あ
っ
て
忙

し
い
と
か
、
異
業
種
交
流
会
が
あ
っ

て
準
備
が
忙
し
い
な
ど
と
い
っ
た
、

そ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
前
が
忙
し
い
と

か
で
は
な
く
、
波
が
な
い
ん
だ
け

ど
、
四
六
時
中
雑
務
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
そ
れ
で
初
め
は
ち
ょ
っ
と

面
食
ら
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
起
こ
る
と
、
ま

た
さ
ら
に
か
か
り
っ
き
り
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
そ
れ
こ
そ
毎
日
の
よ

う
に
事
務
局
に
行
か
な
き
ゃ
い
け

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
総
務

委
員
会
の
仕
事
は
、
は
た
か
ら
み

て
い
る
と
す
ご
く
分
か
り
に
く
い
の

で
す
が
、
結
構
地
味
に
忙
し
く
や
っ

て
ま
す
。

縁
の
下
の
力
持
ち

神
谷
　
総
務
は
大
変
だ
と
思
い
ま

す
。

真
野
大
広
報
副
委
員
長
　
日
常
的
に

い
ろ
い
ろ
な
委
員
会
と
し
て
の
仕
事

を
や
っ
て
い
る
の
で
、
は
た
か
ら
見

る
と
何
も
な
い
よ
う
に
感
じ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

松
澤
　
そ
れ
も
お
こ
が
ま
し
い
言
い

方
で
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
で
す
け

ど
、
何
も
な
け
れ
ば
な
い
の
で
す

が
、
何
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い

で
す
ね
。

真
野
　
な
い
で
す
よ
ね
。

神
谷
　
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
総
務

と
い
う
の
は
縁
の
下
の
力
持
ち
と
い

う
感
じ
で
す
ね
。
意
外
と
そ
れ
ぞ

れ
の
方
が
ど
ん
な
ふ
う
に
お
忙
し
い

の
か
と
い
う
の
は
よ
く
分
か
ら
な
い

で
す
か
ら
。

松
澤
　
分
か
ら
な
い
で
す
ね
。

神
谷
　
今
日
、
改
め
て
伺
っ
て
い
る

と
皆
さ
ん
本
当
に
そ
れ
ぞ
れ
何
だ

か
ん
だ
と
委
員
と
し
て
の
仕
事
が
あ

り
ま
す
ね
。

広
報
誌
に
つ
い
て

岡
　
前
委
員
長
で
あ
り
ま
す
鹿
野

委
員
長
の
と
き
か
ら
の
活
動
内
容

を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
や
っ
て
い

る
よ
う
な
状
態
で
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
い
ろ
い
ろ
と
違
っ
た
意
味
で
、
広

報
誌
の
内
容
を
少
し
ず
つ
変
え
て
い

か
な
い
と
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る

部
分
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
、
皆
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
と

ご
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

て
い
る
状
態
で
す
。

松
澤
　
会
報
の
表
紙
の
テ
ー
マ
は
変

わ
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

岡
　
表
紙
と
本
文
の
デ
ザ
イ
ン
も
変

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
内
容
的
な
こ
と

岡博之 
広報委員長

真野大 
広報副委員長

八方淑夫
e -Tax普及推進委員長

松澤和洋
総務 委員長

神谷次 彦
研 修 委員長



 　18

も
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
か
な
と
い
う
時
期
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

神
谷
　
活
字
が
多
い
と
、
読
み
が

い
は
あ
り
ま
す
が
、
興
味
が
あ
る

と
こ
ろ
は
一
生
懸
命
読
ま
れ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
写
真
が

多
い
方
が
い
い
か
な
と
感
じ
ま
す
。

「
あ
あ
、
こ
の
人
写
っ
て
る
」
と
か
、

こ
こ
で
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
る
な

ど
写
真
の
方
が
伝
わ
り
や
す
い
と

思
い
ま
す
。

松
澤
　
そ
う
す
る
と
、
同
じ
人
が
い

っ
ぱ
い
写
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

が
あ
り
そ
う
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
で

は
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

神
谷
　
そ
う
で
す
ね
。

松
澤
　
荻
窪
法
人
会
の
広
報
誌
は

す
ご
く
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
が
高
い
と
い

う
の
で
、
東
法
連
の
中
で
も
評
判
が

い
い
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
ク
オ

リ
テ
ィ
ー
を
壊
さ
な
い
で
変
え
て
い

く
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
そ
ん
な
に

簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。

　
1
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
、
別
に

1
ペ
ー
ジ
で
な
く
て
も
、
会
員
さ
ん

に
持
ち
回
り
で
エ
ッ
セ
ー
の
よ
う
な

も
の
を
寄
稿
し
て
も
ら
う
と
い
う
の

は
お
も
し
ろ
い
か
も
し
れ
な
い
で
す

よ
ね
。

神
谷
　
好
き
な
よ
う
に
書
い
て
も
ら

っ
て
。

み
ん
な
で
一
緒
に

や
っ
て
い
こ
う

八
方
淑
夫 

e

−

T
a
x
普
及
推
進
委
員

長
　
ま
ず
青
年
部
会
長
を
や
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
、
次
に
研
修
委
員

会
、
総
務
委
員
会
、
そ
れ
で
現
在

の
e

−

T
a
x
委
員
会
で
す
。

岡
　
八
方
委
員
長
は
い
ろ
い
ろ
な
委

員
会
や
委
員
長
を
な
さ
っ
て
い
る
の

で
、
今
ま
で
委
員
長
に
な
ら
れ
て
か

ら
思
っ
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
ま

た
今
後
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け

ま
す
か
。

八
方
　
各
委
員
会
、
部
会
も
そ
う
で

す
が
、「
み
ん
な
で
一
緒
に
や
っ
て

い
こ
う
」
と
い
う
形
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
ま
と
め
役
が
部
会
長
、

委
員
長
で
す
。
上
下
関
係
が
あ
る

あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
皆
さ
ん

を
会
と
し
て
の
目
的
に
沿
っ
て
同
じ

方
向
に
導
い
て
、
い
か
に
力
を
合
わ

せ
る
か
と
い
う
の
が
一
番
重
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
法
人
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
自
身
も
人
間

的
に
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
自
分
自
身
の
勉
強
に
も

な
る
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　
委
員
長
と
い
う
役
割
を
い
た
だ
い

た
か
ら
に
は
、
結
果
を
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
。
そ
の
目
的
に
沿
っ

た
結
果
を
出
す
た
め
に
、
委
員
の
皆

さ
ん
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
あ

る
い
は
ど
う
し
た
ら
委
員
の
皆
さ
ん

が
や
り
や
す
い
形
に
で
き
る
か
と
い

う
の
が
重
要
な
部
分
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

委
員
長
と
し
て
の
要
望

岡
　
八
方
さ
ん
も
松
澤
さ
ん
も
そ

う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
ま
で
ほ
か

の
委
員
会
と
か
に
出
ら
れ
た
り
、

副
委
員
長
、
委
員
長
を
経
験
さ
れ

て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
ほ
か
の
委

員
会
に
何
か
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
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う
か
。
先
ほ
ど
神
谷
委
員
長
が
研

修
委
員
会
の
活
動
が
税
制
委
員
会

と
か
ぶ
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
で
も
い
い
で
す
。

松
澤
　
要
望
な
ん
て
、
そ
ん
な
お
こ

が
ま
し
い
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、

私
も
総
務
の
前
に
い
く
つ
か
の
委
員

会
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、
そ
れ
は
す
ご
く
勉
強
に
な
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
委
員

長
が
集
ま
る
会
議
は
、
常
任
理
事

会
が
あ
り
ま
す
が
、
昔
は
委
員
長

会
議
と
い
う
よ
う
な
会
議
は
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？
。

八
方
　
そ
う
い
う
会
議
を
一
度
作
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
委
員
長
会

議
と
委
員
長
・
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
を

何
回
か
や
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
だ
ん
だ
ん
と
な
く
な
っ
て
い
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

横
の
連
絡
が
で
き
る
よ
う
な

機
会
が
ほ
し
い

松
澤
　
他
の
委
員
会
に
対
し
て
「
も

っ
と
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他
の
委

員
会
に
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
。
だ
か

ら
、
横
の
連
絡
が
で
き
る
よ
う
な
機

会
が
少
な
く
て
も
い
い
の
で
、
年
に

2
回
で
も
あ
れ
ば
い
い
か
な
と
は
思

い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
の
広
報
の
話
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
違
う
立
場
の
人
と
話
を

す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、「
こ
う
い
う

の
が
あ
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
」

と
い
う
意
見
が
聞
け
た
り
す
る
の
で

は
な
い
の
か
と
思
い
ま
す
。

委
員
会
出
席
者
に
は

必
ず
意
見
を
聞
く

神
谷
　
僕
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
法
人
会
と

い
う
会
を
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う

の
は
委
員
会
の
中
で
考
え
て
は
い
ま

す
が
、
果
た
し
て
そ
れ
が
正
解
か

と
い
う
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
だ
か

ら
、
も
っ
と
広
く
い
ろ
ん
な
人
の
忌

憚
の
な
い
意
見
を
伺
っ
て
そ
の
中
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い

く
方
が
、
さ
ら
に
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
年
に
何
回
か
委
員
会
で
集
ま
り

ま
す
が
、
委
員
長
、
副
委
員
長
に

お
任
せ
み
た
い
な
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
に
私
は
必
ず
出
席
者
に
意
見

を
聞
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
発
言
を

し
て
い
た
だ
く
中
か
ら
い
い
会
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
回
の
講
師
は
は
杉
山
愛
さ
ん

に
決
ま
り
ま
し
て
、
参
加
型
の
よ
う

な
形
式
に
変
え
て
、
今
ま
で
と
は
違

う
講
演
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
一
般
の
人
を
も
っ
と
巻
き
込
ん

で
い
き
た
い
で
す
ね
。

行
事
や
研
修
の
内
容
を

見
直
す
良
い
機
会

八
方
　
会
の
運
営
は
社
会
環
境
、
経

済
環
境
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
予
算
、
財
政
の
問
題
、
そ

れ
か
ら
、
皆
さ
ん
の
今
置
か
れ
て
い

る
状
況
な
ど
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
一
度
、
行
事
や
研
修
の
内
容
を

見
直
す
い
い
機
会
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

を
や
ら
な
い
と
、
予
算
は
タ
イ
ト
に

な
り
な
が
ら
、
今
ま
で
の
活
動
を
維

持
す
る
と
い
う
の
は
大
変
か
と
思
い
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ま
す
の
で
、
考
え
る
と
い
う
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
公
益
で
開
か
れ
た
団
体
で
す
か

ら
、
も
う
一
度
い
ろ
ん
な
も
の
を
見

直
し
を
し
て
、
ま
た
地
域
の
団
体
と

連
携
を
し
て
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

や
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
緒
に

ま
と
め
て
や
る
な
ど
、
そ
う
い
う
考

え
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

松
澤
　
行
事
の
見
直
し
は
い
い
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。
う
ま
く
議
論
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
行
事
の
見
直
し
と
い
う
と
、
マ
イ

ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
収
益
事
業
を
考
え
て
い

こ
う
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
て
、
皆

さ
ん
が
お
中
元
と
か
お
歳
暮
で
も

ら
っ
た
も
の
を
持
ち
寄
っ
て
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
み
て
は
ど
う

か
な
ど
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
で
て
い

ま
す
。

今
は
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

神
谷
　
財
政
面
を
含
め
て
、
な
か
な

か
現
状
維
持
し
な
が
ら
の
活
動
と
い

う
の
は
や
っ
ぱ
り
厳
し
い
と
思
い
ま

す
。
よ
く
し
て
い
く
た
め
に
現
状
が

い
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
再

度
検
討
し
て
、
そ
れ
で
こ
う
い
う
ふ

う
に
し
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
。
過
去
を
振
り
返
っ
て
い

っ
た
と
き
に
、
皆
さ
ん
も
今
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
来
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ら

ば
、
ど
う
し
た
ら
よ
り
よ
く
や
っ
て

い
け
る
か
と
い
う
こ
と
を
1
回
や
っ

た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
た
だ
、
あ
く
ま
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
自
分
た
ち
も
皆
さ
ん
も

活
動
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
な
り
の

中
で
制
約
さ
れ
た
時
間
の
中
で
動
か

な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
す

か
ら
、
い
ろ
ん
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、

も
う
ち
ょ
っ
と
集
約
し
て
内
容
の
濃

い
も
の
に
し
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

八
方
　
e

−

T
a
x
に
関
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
は
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ

う
に
ほ
か
の
会
と
も
連
携
を
取
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
青
色
申

告
会
や
税
理
士
会
の
皆
さ
ん
と
も
っ

と
連
携
が
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
e

−

T
a
x
を
使
う
か
ら
に

は
、
や
は
り
登
録
だ
け
は
な
く
、
実

際
に
使
う
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

会
員
個
人
、
あ
る
い
は
会
員
企
業

の
従
業
員
の
人
達
に
も
使
っ
て
も
ら

い
た
い
の
で
す
。
青
色
申
告
会
の
皆

さ
ん
は
実
際
に
個
人
で
使
っ
て
い
る

方
が
多
い
の
で
お
知
恵
を
借
り
た
い

し
、
あ
る
い
は
実
際
に
使
う
た
め
に

は
税
理
士
の
方
々
の
協
力
が
是
非

と
も
必
要
で
す
。
だ
か
ら
、
横
の
連

携
を
も
う
少
し
密
に
し
よ
う
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

岡
　
そ
れ
で
は
、
ち
ょ
っ
と
話
は
尽

き
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
、

き
ょ
う
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
本
当

に
早
朝
よ
り
お
集
ま
り
い
た
だ
き

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。



日頃は法人会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。さて、現在、当法人会活動の大きな目標のひと
つにe-Tax普及推進がございます。当法人会では平成24年度までに会員企業の50％利用を掲げておりました。この目標を達
成するためには会員皆様方の多大なご理解と同時に税理士先生方のご協力が必要不可欠と考えております。そこで当委員会
では、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施いたしました。

質問内容は「顧客よりe-Tax代理申告・送信利用の依頼が来た時に、依頼通り行なって頂けるか？」更に依頼どうり行うと
ご回答いただいた先生方に「e-Tax推進税理士事務所として会報に掲載させていただいてもよろしいか？」との問いを発した
ところ70名の先生方より快く承諾をいただきました。このように税理士会においてもe-Tax普及推進に積極的に取り組んでお
られます。そこで会員企業の皆様にひとつお願いがございます。顧問の先生に「先生、うちの会社次の決算は電子申告でお願
いしますよ。」と一言おっしゃっていただけませんでしょうか？

顧客である会員企業様と実務を担当する税理士の先生方がタッグを組んで初めてe-Taxという行政の合理化が大きく進展し
ていくと思います。何卒皆様方の尚一層のご理解とご協力をお願い致します。

e-Tax普及推進委員長　八方淑夫

e -Ta x 利 用向上を目指し、東 京 税 理士 会 荻 窪 支部の先 生 方全 員にアンケートを実 施しました。
その結果多数の先 生 方から「e -Ta x 推 進 税 理士事 務 所」として会 報 掲載に承 諾をいただきました。

e -Ta x 推 進 税 理士事務 所について
e - T a x 普 及 推 進 委 員 会

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

天沼 桑山　務 天沼1-2-3 3398 - 1316
黒川えり 天沼1-17-3 090 - 8479 - 0152
酒井幸三郎 天沼1-40-6 3392 - 5455
池上敬子 天沼1-41-6 5932 - 5128
岩倉永一 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 0157
岩倉礼子 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 0157
原田叔法 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 2170
篠原あずさ 天沼3-3-2 6794 - 7334
藤田和子 天沼3-7-3 法人会館307 6276 - 9168
藤村　茂 天沼3-23-23カーミリア荻窪202 6231 - 1701

西荻南 尾﨑正俊 西荻南2-6-6エルフ西荻1階　 3332 -7351
河野修兵 西荻南2-9-13 5336 - 6457
小野寺昭市 西荻南2-23-8 3333 - 4868
大槻一弘 西荻南3-7-10シオンハイツ405 6795 - 8420
松田正博 西荻南3-14-11和興ビル3階 5346 -1181

久我山 小松原英二 久我山5-7-8 3333 - 9805
杉本洋子 久我山5-8-23 5370 - 8518

宮前 石原恵子 宮前1-16-23杉並宮前ロイアルハイツ304号 3334 - 1305
小松原英雄 宮前5-7-19 3331 - 3266
稲澤　聡 宮前5-10-5 3247 -7194

南荻窪 加藤悦子 南荻窪3-27-5 3247 -7300
荻窪 森脇雅子 荻窪2-20-7-504 5397 - 8026

永井敏雄 荻窪2-27-11 5397 - 6115
早乙女和子 荻窪4-20-9-402号 3391 -7626
伊藤佳江 荻窪4-21-4荻窪ローヤルコーポ104号 3394 -1123
千葉繁樹 荻窪4-32-3AKオギクボビル401 050 - 5527 - 4372
塩谷治道 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6003
西村克彦 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6002
大久保豊 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 3398 - 8812
三好秀胤 荻窪5-14-4武蔵野マンション502 3393 - 2671
中村喜一 荻窪5-17-11荻窪スカイレジテル216 5347 - 9930
松井 税 理士
事務所 荻窪5-18-11-301 3392 -7223

大島康司 荻窪5-21-16-1204 3392 - 6553
岩崎智香子 荻窪5-30-12グローリアビル1101号 3392 -1198

税理士法人茂
木会計事務所 荻窪5-25-6 3393 - 0211

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

井草 山岡朋枝 井草2-35-12-2-409号グランドメゾン杉並シーズン 5310 - 3228
上井草 久保木浩志 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-205 5303 - 4823

田崎　浩 上井草3-21-16 3399 -7733
下井草 近藤健一 下井草1-5-17 3390 - 9437

山田真治 下井草3-8-23三英ビル303 090 - 1816 - 2435
稲村仁了 下井草3-29-10佐藤ビル302号 5382 - 2711
藍野和男 下井草4-1-6 3397 - 5118
鈴木百香 下井草4-32-9 3399 -1555
田子周一 下井草4-33-12田子珠三事務所内 3395 - 3355

今川 中村良三 今川3-8-4 3399 - 3976
中村行雄 今川3-8-4 3399 - 3976

西荻北 馬場義男 西荻北2-3-9コメットビル5階 3394 - 5922
殿塚明夫 西荻北2-5-20-201 5382 - 5229
鈴木吉郎 西荻北2-6-6YS西荻3F 3301 - 5101
丸山文雄 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397 - 2770
福田都介 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397 - 2770
山本哲郎 西荻北2-12-2西島ビル201 5303 - 6371
村林秀則 西荻北3-11-3サンコ-ト西荻窪115号室 6423 - 0566
東原　功 西荻北3-14-18ラーバンプラザ401 5936 - 0055
廣瀬一俊 西荻北3-20-12グラツィオーソ西荻窪B1 3399 - 0180
荒谷美佳 西荻北3-31-13-503号 5303 - 5781
濱　正昭 西荻北3-32-11 3395 - 4121

上荻 丸山良尚 上荻1-5-2コロナビル6階 3391 - 6309
吉原敬三 上荻1-11-3アベイユ神秋602号 3391 - 2881
大矢勝昭 上荻1-16-3森谷ビル4階 3391 - 5588
小林誉光 上荻1-17-10シンフォニーアンダンテ602 3391 - 1044
穂坂正積 上荻1-18-14-206 3393 - 7571
山室文雄 上荻1-19-9朝日荻窪マンション603号 3392 - 9462
本橋喜久雄 上荻1-21-23 3392 - 5555
小島麻里 上荻1-23-19小嶋東神ビル4F 6913 - 0520
小澄事務所 上荻2-19-18　2階 5347 - 2066
和田　実 上荻4-19-22-603 3395 -1131
岡田　茂 上荻4-23-9 3395 - 3111

本天沼 小野寺誠 本天沼2-41-8 5303 - 1680
清水 山本敦子 清水1-7-2ネイバリングハウス荻窪303 5397 - 6492

東 京 税 理 士 会 荻 窪 支 部 　 e -Ta x 推 進 税 理 士事 務 所（ 敬 称 略 ） 平 成 2 6 年 1 0 月 17 日 現 在
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遺産分割から相続税を考える

１ │未分割のままだと適用できない相続税の軽 減措置

2 │相続 対策と分割は反比例の関係

相続税の申告期限および納付期限は、「被相続人が死亡したことを知った日の翌日から10 か月以内 」と
規定されています。つまり、通常は「被相続人の死亡日の翌日から１０カ月以内 」です。基礎控除額を超え
る一定以上の課税財産をお持ちの方は、このときまでに申告・納付する必要があります。

万が一、この日までに遺産の分割を確定できない場合は、いったん未分割の状態で「法定相続分に従っ
て分割した 」と仮定して相続税の計算をおこない、未分割のまま相続税の申告・納付をおこないます。

実は、この未分割の状態だと「次の二つの相続税の軽減措置 」の適用が受けられないのです。

（１）小規模宅地等の課税価格の特例
被相続人等の自宅や事業用の敷地の評価について、一定の要件を満たすと当該土地の大幅な減

額を受けられます。
（２）配偶者の税額軽減の特例

配偶者取得の財産について、「法定相続分」又は「1億 6000 万円 」のいずれか大きい方まで相続
税がかかりません。

この二つは、相続税の負担を大幅に減額できるものですので、未分割で申告の際には税負担が
大幅に増額することになります。（これらの軽減措置は、後日に分割確定後、「修正申告」や「更正の
請求 」をする際には一定の要件のもとで適用できます）

（１）一般的な相続対策について
相続税対策としては、①「非課税財産の活用 」（一定額までの受取保険金の非課税、仏具などの

非課税財産の保有 ）や、②「養子縁組による基礎控除の増額 」（養子縁組について、相続税法上は
人数に一定の制限あり）のほかに、③「遺産総額の減額 」が考えられます。

③「遺産総額の減額」については、（イ）贈与税の活用による方法（一般の暦年贈与、住宅資金の贈与、
教育資金の贈与など）のほか（ロ）遺産の評価額を減少する方法（アパート建設など）があります。

お手持ちの現金や借入金により投資不動産を建設し、アパート・マンション経営をすることは、
資産の評価を下げることが可能であり、借入により取得した場合には、アパートなどの評価額（土地・
建物）と借入金の債務控除との差額を相続税の減額が可能です。（不動産の購入は、長期にわたる
収支計画を検討し慎重におこなってください）

税 制 委員会より

ご存じのとおり、平成２７年より相続税法が改正になります。
多くの会員の方が相続税の節税対策のことに興味を持たれていると思います。
今回は、「遺産を分ける」という観点から、相続そして相続税について考えてみたいと思います。

税制委員 小林誉光（税理士）



税制委員会より「遺産分割から相続税を考える」
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（２）遺産分割と反比例の関係
遺産が現金のみであれば「分割するのは簡単 」ですが、不動産などは現金に比べて、（遺産の評

価額が下がりますが ）「分割するのが難しい」財産となります。
また、相続税は原則「現金納付」となりますので、ご注意が必要です。

（３）遺言の作成と保険の活用

〔４〕専門家の活用

①不動産の共有
不動産を分割する場合、「持ち分の共有 」という分割が行われるケースがありますが、不動産の

共有は、相続人のどちらかが売却したくてもできないケースや、孫などの「さらに後の世代 」が相続
する際に、「共有者の人数が増加 」する可能性があり、さらに売却や処分が困難になるケースがあ
ります。

②法人所有の不動産
同様に、所有不動産を法人へ譲渡し法人所有にした場合、相続税は「（被相続人が所有していた）

法人の株式 」に対して課税されますが、法人所有の不動産には課税されません（ただし、個人から
法人への譲渡の際、譲渡所得にかかる所得税が課税される可能性があります）。このような場合も、
法人所有の株式の相続について「共有」した場合には、将来的に法人所有の不動産について売却や
処分が困難となる可能性がありますので注意が必要です。

①遺言のすすめ
上記のとおり、相続税の軽減措置の適用を受けるためには、申告・納付期限までの分割済みであ

ることが要件です。不動産を所有している場合において、（相続人が複数いる場合は）どの財産を誰
に相続させるかを事前に決定して「遺言」を作成しておくことがお勧めです。家庭裁判所の検認が必
要となる「自筆証書遺言」よりも、公証人役場で作成する「公正証書遺言」がおすすめです。

遺言が存在することは、「争族 」を避けることができるだけでなく、「相続財産の的確な把握 」に繋
がります。税務署に申告漏れを指摘されると余分な税負担となるため、この遺言の作成は「相続税
対策のひとつ」と考えるべきなのです。

②保険の活用
不動産を共有せずに相続させるためには、他の相続人に不動産と同じ価値の財産を相続させる必

要があります。不動産が複数ある場合でも、評価額は違いますので分割を決めるのはなかなか大
変です。

そこで保険を活用し、不動産を取得しない相続人を保険の受取人にすることで、平等な分割をお
こなうことができます（代償分割）。

この分割方法は、事業承継などで後継者ひとりに株を相続させる場合も有効です。

いざ、遺言書を作成しようと思っても、なかなか遺産分割の話を家族だけで決めるのは難しいと
思います。まず、その話自体を持ち出すのが難しい、、、そして財産の全体を把握するのが難しい、、、
そして結局、先延ばししてしまうのではないでしょうか？

そこで、税理士や弁護士などの専門家の活用をおすすめします。専門家が同席することで、話が
スムーズになりますし、事前の相続対策の相談も可能になります。

一般的に専門家は、問題が発生してから依頼するより、事前に相談する方が安いコストで最大の
ベネフィットを得ることできます。
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第31回 法人会全国大会（栃木大会）参加のご報告

税 制 委員会

１ │記念講演会について

 講師 ： TBSテレビ報道局 解説・専門記者室長 杉尾秀哉氏
 演題 ： 「日本の行方 ～政治と経済の現状分析と展望 」
 杉尾先生の話はとてもわかりやすく、内容の充実した講演でした。

（1） 第二次安倍政権誕生と課題
～誕生の舞台裏と政権の「5つの課題 」～

「消費税 」「原発再稼働 」「TPP」「集団的自衛権 」「拉致問題 」

（2 ） 回復しない日本経済と消費税 10％引き上げ＆
 法人税率の引き下げ

円安でも「増えない輸出 」と「増えない設備投資 」のなか消費税10％の導入または延期のシナリオ

（3 ） 中間層・富裕層の増大するアジア市場の取り込み
～テレビの失敗と自動車の成功～

（4 ） 日本は「課題先進国 」超高齢社会をクリアすれば日本の将来は暗くない
「Agile（機敏さ）」で問題を解決してきた日本人（戦後復興、公害問題、オイルショック）
「Agileの失敗 」TV産業の成功体験デジタル時代への転換対応の遅れ
「Agile」で超高齢社会を乗り切れ

（5 ） 労働者人口の減少と女性・高齢者の労働力

（6 ） 日本の強さを見直そう
 「成長するアジアの中の日本」、「高度な技術力（インフラ・環境など）」、「ソフトパワーは貴重な資源 」

平成 26 年10 月16日、栃木県総合文化センター（宇都宮）
に全国の法人会の代表約 2000人が集い、法人会全国大会
が開催されました。荻窪法人会からは小竹会長をはじめ8 名
が参加しました。

式典に先立ち、テレビでおなじみの杉尾秀哉氏による記念
講演が行われました。

式典では、公益財団法人全国法人会総連合 池田弘一会
長による主催者挨拶、林信光国税庁長官をはじめとする来賓
祝辞、各種功労者への表彰状贈呈のあと、「平成 27年度税
制改正に関する提言（税制改正要望 ）」が発表されました。その後、松戸法人会青年部会による「税金は何
故必要なのか」「日本の良いところを実感してほしい」「将来社会を支える大人になってほしい」とのテーマ
に沿って青年部の熱意と創意工夫に満ちた「落語で楽しく聞かせる租税教育」の報告が行われました。そし
て最後に、『経済の自立的な好循環構造を構築するための実効性のある成長戦略の重要性、持続可能な社
会保障制度の確立と財政健全化の両立の必然性、その前提として行政改革の徹底。また、地域経済と雇
用の担い手である中小企業の厳しい状況、その活性化。半世紀を超える歴史を通じ健全な納税者の団体
として納税意識の高揚に努めてきたわれわれ法人会として、「平成 27年度税制改正に関する提言 」の実現
を強く求めるとする』と大会宣言を採択し、閉会となりました。
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2 │平成 27 年度税制改正に関する提言（要約）

3 │税目別の具体的課題

平成 27 年度の税制改正に関する提言は、次の 5 項目の提言をおこないました。
（１） 社会保障と税の一体改革と今後のあり方

●年金、医療、介護、生活保護、少子化対策などの社会保障制度は高齢化社会の急進展により給
付の急速な増大が不可避となり、改革は急を要する。給付の「重点化・効率化 」を図り、企業の
過度な保険料負担を抑え、経済成長を阻害しない制度の確立が求められる。

●消費税引き上げに伴う応急処置 … 景気に十分な配慮と、よりきめ細かな価格転嫁対策が求めら
れる。

●財政健全化に向けて … 聖域なき歳出削減の着実な実行
●行政改革の徹底 … 「まず隗より始めよ」の精神に基づく「行革の徹底 」を改めて想起する必要が

ある。
●共通番号制度について … 国民の利便性、制度内容の周知、プライバシー保護の必要性と適切

な運用の担保。コスト意識も重要
●今後の税制改革のあり方
○ 国際間の経済取引の増大、多様化　○ 経済の持続的成長と雇用の創出　○ 少子高齢化や人口減

少社会の急進展　○ グローバル競争とそれがもたらす所得格差などの経済社会の構造変化　○ 
これらにどう対処するか、税制全体を根本的に見直していくことが課題

（2 ） 経済活性化と中小企業対策
 ●法人税率の引下げ　●中小企業の活性化に資する税制処置　●事業承継税制の拡充

（3 ） 国と地方のあり方　（4 ）震災復興　（5 ）納税環境整備と租税教育の充実

法人税関係
1. 役員給与の損金算入の拡充

所得税関係
1. 所得税のあり方

（1） 基幹税としての財源調達機能の回復
（2 ） 各種控除制度の見直し
（3） 個人住民税の均等割は、応益負担原則の観点から適

正水準とすべき
2 . 少子化対策

相続税・贈与税関係
1. 相続税の負担率はすでに先進主要国並みであるこ

とから、これ以上の課税強化は行うべきではない
2 . 贈与税は経済の活性化に資するよう見直すべき

（1） 贈与税の基礎控除の引き上げ
（2 ） 相続時精算課税制度の特別控除額（2500 万円 ）の引

き上げ

地方税関係
1. 固定資産税の抜本的見直し
2 . 事業 所税は固定資 産税と二重課税的な

性格を有することから廃止する
3 . 住民税の超過課税は法人に対して安易に

課すべきではない
4 . 法定外目的税は税収確保のために法人に

対して安易に課すべきではない

その他
1. 配当に対する二重課税の見直し
2 . 電子申告の推進について

平成 27年度税制改正スローガン
「まだ道半ば。国・地方とも聖域なき行財政改革の推進を！」
「厳しい経営実態を踏まえ、中小企業の活性化を図る税制を！」
「法人の実効税率を20％台に引き下げ、軽減税率も15％の本則化とする見直しを！」
「本格的な事業承継税制を確立し、地域経済を支える中小企業に配慮を！」



税務コーナー

相 続 税等の相談について （お知らせ）

年末調 整 等 説 明会のお 知らせ
平成26年分年末調整等説明会を下記の日程で開催いたしますので、御出席ください。

※対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありません。

開催日 対象地域（※） 説明会会場 開催時間

11 月19日（水） 久我山、宮前、松庵 久我山会館　久我山 3 -23 -
20　（井の頭線久我山駅よ
り徒歩3 分）

用紙配布
説明会

13：00 ～13：30
13：30 ～15：30

11 月20日（木） 今川、上井草、上荻、
清水、善 福寺、西荻北、
南荻窪、桃井

勤 労 福 祉 会 館　 桃 井
4 - 3 -2　 （荻窪駅北口より
0 番または西荻 窪 駅より4
番のバスで桃井4丁目下車）11 月21日（金） 天沼、井草、荻窪、

下井草、西荻南、本天沼

〔お問い合わせ先〕

○ 説明会、源泉所得税関係について 荻窪税務署  源泉所得税担当 ☎ （3392）1111  内線515、516
○ 用紙請求、法定調書関係について 荻窪税務署  管理運営部門 ☎ （3392）1111  内線122

○ 給与支払報告書及び特別徴収について 杉並区役所  課税課  特別徴収係 ☎ （3312）2111  内線1204 ～ 1209

『 相続税・贈与税・不動産譲渡 所得税』のご相談につきましては、平成26年度税制改正
もあり、相談件数が増えることが見込まれるため、事前に相談日時等の予約をいただい
た上でお受けしております。

なお、相談日は、平成25年7月から毎週「 火曜日」及び「 木曜日」とさせていただいて
おりますので、お手数ですが、ご相談のある方は事前に税務署までお問い合わせいただ
くようお願いします。

他税目の個別相談につきましても事前予約の上、ご来署くださるようお願いします。

荻窪税務署  資産課税部門  ☎ （3392）1111  内線413

※ 税務署におかけいただいた電話は、自動音声で御案内しています。
 お問い合わせは、音声案内で「2」番（税務署）を選択した後、交

換手に内線番号をお伝えください。
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東京都杉並都税事務所からのお知らせ

【件名】  法人事業税・地方法人特別税・都民税法人税割の税率の改正について

【内容】  平成２６年度税制改正により、法人事業税・地方法人特別税・都民税法人税割の税率の改正
が行われました。平成２６年１０月１日以後に開始する事業年度から適用されます。

【掲載例】

詳細は、主税局 HP をご覧いただくか、下記へお問い合わせ下さい。
【お問い合わせ先】 所管都税事務所の法人事業税係

 課税部法人課税指導課　　０３－５３８８－２９６３
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東京都杉並都税事務所からのお知らせ

【件名】  法人事業税・地方法人特別税・都民税法人税割の税率の改正について

【内容】  平成２６年度税制改正により、法人事業税・地方法人特別税・都民税法人税割の税率の改正
が行われました。平成２６年１０月１日以後に開始する事業年度から適用されます。

【掲載例】

詳細は、主税局 HP をご覧いただくか、下記へお問い合わせ下さい。
【お問い合わせ先】 所管都税事務所の法人事業税係

 課税部法人課税指導課　　０３－５３８８－２９６３
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【部会とは】ある同じ目的を持った会員の集まりです。
源泉部会：経理職員の源泉税を中心とした研修会な
どを行う。青年部会：若手の経営者が集まり、研修
会や勉強会を行い、悩みを話し合えるような仲間作り
の場ともなっている。女性部会：女性経営者同士の交
流や社会貢献活動を行います。

【委員会について】法人会での委員会の役割は、会員活動の
年間のスケジュールを含め指針を示すことにあります。納税制
度の普及発展と良き経営者を目指す活動や地域社会貢献を遂
行するための具体的な企画と具現化のための道筋を考え、そ
の案件をブロック、支部で実行します。委員会の活動が活発
であればブロック支部の活動も充実したものになります。

【研修会について】荻窪法人会は秋と
春に研修会を行っています。荻窪法人
会は荻窪税務署管内を5つのブロック
に地域割りをしています。春は各ブロッ
クが独自のテーマで企画開催し、会員
同士のよい交流の場となっています。

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

第 5 ブロック

第5ブロック 日帰りバス研修会 第5ブロック 副ブロック長 井川泰伸

八景島シーパラダイスとキリン横浜ビアビバレッジ工場見学

7月30日第5ブロック日帰りバス研修会が開催さ
れました。早朝、9時に集合場所である杉並公会
堂に会員及びその家族総勢26名の参加者が一人
の欠席もなく、集合。行程は八景島シーパラダイス
⇒キリン横浜ビアビバレッジ⇒杉並公会堂のスケ
ジュールです。定時に出発して環八から首都高速で
最初の目的地である八景島シーパラダイスまで1時
間半で到着。夏休みに入っていましたので、かなり
の人がエントランスに行列を作っていましたが、こち
らは団体入り口から入園。今回の企画では夏休み
中での日程であったため3歳から12歳まで7名お子
様の参加がありました。夏休みの思い出の1ページ
なれば幸いです。園内では、水族館が思った以上
にすばらしく、ジンベイザメ、セイウチ、ホッキョク
グマの巨大動物あり、5万匹のあじ大群泳あり、見
どころいっぱいの水族館でした。時間が足りなくて
全部見るのは無理、残念。12時には海の上にある
景観の良いイタリアンレストラン「センプリチェ」に
て前菜から始まりピザ、パスタ等食べきれないほど
の料理でワインを飲みながら楽しい時間を過ごしま
した。2時半には予定通り八景島シーパラダイスを
後にしてキリン横浜ビアビバレッジへ、一時間半ほ
ど社員の方より説明を聞きながら見学しました。キ
リン一番搾りのこだわりの製法を教わり見学の最
後に試飲させて頂きました。工場をあとにして、バ
スにて荻窪駅南口まで全員無事に到着。皆さんお
疲れ様でした。今回の企画では、八景島シーパラ
ダイスの滞在時間をもっと多く取ることができたら
良かったと反省しました。

参加者で記念撮影

水族館の様子 キリン横浜ビアビバレッジにて参加者で記念撮影

第 5 ブロック

第5ブロック 音楽セミナー 第5ブロック 会計 石塚昭

秋の音楽セミナー in東京オペラシティー

平成26年10月6日（ 月）、第5ブロック「秋の特別音楽セミナー in東京オペラシティ」に初めて参加いたしました。このセミナーは、「気
軽に一流の音楽を一流の場所で」をコンセプトに、毎年行われており、指揮者、演奏家、会場ともに素晴らしものでした。

演奏は、クラシック音楽の素養のない私でも開始早々から名演奏に引き込まれ、クライマックスでは、オーケストラの迫力に目の覚め
る様な感動を覚え、アンコールの拍手にも力がこもりました。あっという間に夢のような2時間が過ぎました。

私のように、普段クラシック音楽に触れる機会のない者にも満足のいくセミナーでした。
最後に、セミナー開催に尽力して下さった方々へ感謝いたします。
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女 性 部 会

夏の節電推進運動　いちごプロジェクト 女性部会

平成26年7月26日（ 土 ）タウンセブン屋上で開催されたバーベキュー大会において女性部
会としては夏の節電推進運動「いちごプロジェクト」のうちわと節電クイズの載ったパンフレッ
トを来場者160名全員にお配りするという形で参加させていただきました。主に受付をお手伝
いさせていただき、来場される方々を笑顔でお迎えし、楽しく節電をよびかけることができまし
た。微力ではありますが、こうした活動をこれからも地道に続けていければと思っております。
今後とも夏の節電を心がけていただければと思います。

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

厚 生事 業 委員会・組 織 委員会・社 会 貢 献 委員会

納涼バーベキュー大会 厚生事業委員 渡辺明子

タウンセブン屋上において、160名の参加を得て開催

厚生事業委員会、組織委員会、社会貢献委
員会合同による第一回納涼バーベキュー大会
が7月26日（ 土 ）午後7時よりタウンセブン屋上
において、160名の参加を得て開催されました。

屋上なので、雨、風等心配がありましたが、
当日はおだやかな晴天に恵まれました。

役員さん達により各テーブルごとに野菜、お
肉、焼そば、ご飯等を準備していただき、たっ
ぷりな飲み物も用意されバーベキューが始まり
ました。

最初はお肉が焼けすぎる等ハプニングもあり
ましたが、お酒も徐々に入り、楽しい話題で笑
い声の絶えない大変な盛り上がりでした。

お腹も満 腹になりほろ酔いかげんになった
頃、ゲストのマジシャンの方が各テーブルを廻っ
てくださり、不思議やらおもしろさで、あちらこ
ちらで歓声が上がっておりました。

区より、災害時用の非常食でご飯に水を入れ
るだけで熱いまぜご飯ができるものを提供して
いただき、皆様にも食べていただきました。初
めて食べましたが、大変おいしく頂き良い経験
が出来ました。

これからも回を重ねて楽しい行事に育ってい
けばなと思います。ご協力いただいたみなさま
に感謝を申し上げます。

社 会 貢 献 委員会

社会貢献活動の一環として手拭い（ タオル等 ）の収集 社会貢献委員会

300本強のタオルが集まりした

平成26年7月26日（ 土 ）、厚生事業委員会・組織委員会・社会貢献委員会、3委員会共
催で開催したBBQ大会にて、社会貢献活動の一環として手拭い（タオル等 ）の収集を行いま
した。皆様のご協力のおかげで300本強のタオルが集まりした。集まりましたタオルは8月29
日（ 金 ）に社会貢献委員会、加藤委員長が社会福祉協議会に寄贈に伺いました。全国で起
こる災害時などにも非常に喜ばれるとのことでした。今後ともこうした地道な活動を続けてい
けたらと思います。ご協力いただきました参加者の方々ありがとうございました。

バーベキュー会場の様子

準備をする委員の皆さま

寄付をする加藤委員長

配布したうちわとパンフレット
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ブロック・支部・委員会・部会からの報告

青 年 部 会

第23回東法連青連協第4ブロックチャリティゴルフ大会 青年部会 書記委員 正野寛樹

第23回東法連青連協第4ブロックチャリティゴルフ大会開催

平成26年9月25日（ 金 ）、第23回東法 連青連
協第4ブロックチャリティゴルフ大会が、埼玉県の
高坂カントリークラブにて開催されました。当日は
天候が心配されましたが、雨にも降られず、8単位
会、総勢76名にてプレーを行いました。当部会か
らは、13名の方が参加しました。団体戦では惜し
くも4位となりましたが、個人戦では数名の部会員
の方がニアピン等個人賞を受賞しました。表彰パ
ーティーでは各部会員との親睦を深める事が出来ま
した。尚、多くの方に御賛同頂きましたチャリティ
の収益金は、第4ブロック租税教育活動の推進に
あてられます。

研 修 委員会

第57回 初級実務簿記交流会 研修委員会

基礎知識から3級取得まで

平成26年9月2日（ 火 ）法人会2階会議
室において、研修委員会主催の「第57回
初級実務簿記講習会」が13名の参加で
開催されました。

東京税理士会荻窪支部より紹介された、
大島康司税理士の講師のもと全14回、簿
記についての基礎知識から3級取得までの
内容で行われました。今年は、簿記 検定
受験者には、法人会より受験料の1部負担
することで多くの方に簿記3級資格取得を
推進しました。

研 修 委員会

消費税申告書作成研修会 研修委員会

講師：横路憲一郎 荻窪税務署 上席調査官

平成26年10月15日（ 水 ）法人会2階 会
議室において、研修委員会・荻窪間税会
共催の「消費税申告書作成研修会」が18
名の参加で開催されました。

荻窪税務署横路憲一郎上席調査官の
講師のもと、消費税の概要・申告書作成
演習等を中心に講義が行われました。また、
平成26年4月より8％に増税された消費税
率等に関する取扱いについても説明があり
ました。

講習会の様子

研修会の様子

参加者で記念撮影
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ブロック・支部・委員会・部会からの報告

青 年 部 会

2014打ち水大作戦 青年部会 書記委員長 平井秀郷

「打ち水大作戦」をサポートすることで、地域活動に貢献

平成26年7月26日（ 土 ）、八丁通り商
店会・かみおぎ本町通り商店会が主催の

「2014打ち水大作戦」に、今年は荻窪法
人会青年部会も共催致しました。

天候にも恵まれ無事「打ち水」を行うこ
とができました。

上荻本町通りでは、定刻の17時に一斉
に打ち水を開始。ご近所のお子様は「ア
ニマルじょうろ」で母親はバケツを片手に
柄杓で打ち水をされていました。車が通る
時はお子様に注意をしながら楽しく打ち
水が出来ました。

荻窪八幡スタート組は、同じく17時に
井草囃子を中心に「打ち水」を開始。青
梅街道をはさんで、両側の歩道を「打ち
水」しながら四面道を目指して歩きます。
歩道が狭いので、他の通行人に注意しな
がらの打ち水となりました。

打ち水を終えた道路は、たっぷりと水
気を含み、見た目にも涼を演出できたので
はないでしょうか。

青 年 部 会

平成26年 税務研修会 青年部会 組織委員長 町田茂

平成26年 税務研修会を開催致しました

平成26年9月5日（ 金 ）にカフェ
レストラン ジュノンにて税務研修
会が開催されました。

荻窪税務署より今年度新しく着
任された法人課税第一部門 岡田
浩統括官と岡田知己審理上席調
査官を講師にお迎えして、「税 務
調査への備え」「税制改正のあら
まし」をテーマごとにわかりやすく
ご講演を頂きました。経営に生か
す税制の動向から、税務調査に
おける現 場での裏 話など、時 間
が足りないくらいの内容でありまし
た。その後の懇談会は和気藹 と々
会員相互の親睦を深め楽しいひと
時をすごしました。当日3名のお仲
間が入会し、青年部会の新しい活
力となりました。

参加者で記念撮影

井草囃子を中心に「打ち水」をしながら歩きます

参加者で記念撮影

あいさつする水島部会長 研修会の様子
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